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新入生を迎えて

内　　野　　線　　大

磯酸化啓薮泉絃大挙凍珊発浄塗／2名．尊者拳法dノ毛め恕メンバーを政

克て．ここに覇しい蚤闇の凍一歩を薄み出した。確和ヱ学年に大学が発足し

てから紘ノ7年′　厳密怨籍に奇手産めよう忘疎蒐肇から出発した。藷製塩藷

東軍め薯カによって蔑褒章が蒐威した静の非常古老がであった。￥の竣j褒

庭が夢轟変ヒなり襟求の∫車座藷で薬療しノ　泰等薮から泣大野説の拳法を衰

えるに登牒′　なおス年数には松ケ靖の歎しい叡象で紆衆・剋象にLも塗しむこ

とができる争斉であり．も実共に充果した感がある。

ここと私が数人塗の誇麿に療賭せること液．ここ竜で娃上げてく孔と清泉

輩功労カを凌しく老ず′　なお｝膚の発澄＜拶嘗カを尽して欲しLlということ

杏あ号。貿帝大啓から観衆すること捻できた宅のの′　いつ藷モモ日等患敏感ヒ

した洪庵にあってば′　亙って漫歩さえし療あない。冬怨め衆愚滝．教象の韓

蒐睦はもちろんであるが′　鶉尋の膚に登っている￥岳じろ。

丈軍桧の牙宮によると．工尊軍の挙娃二人七食費するに凛する年商経費蜂

占♂ク人玖下の学部そよ7万円ナ　j♂♂ク人荻上で辻　ノ∫苛占．βクか腎であ

るといち（朝野紺粛タ．ヱ∫官）．終って為大草では′　少なくとも一年噺七

3～　〟♂苛の経費がめ尊であるヒ思われる。この後菅谷留萌め税金によっ

てまかなわれてい奄ことを番えれば、．韓震ヒ封する回読あ顛簿竃それだけ未

きしゝ奴をある。優かのすヤンスの違いで．あるいば洛塵の争清のためと．こ

の忍者に浴したくて竜．恕し襟ない入たぢポ多凝いなことを思えて．鶉香に

かけられた報鴇を要印らないで俊しいと埼ヒ葡蔓す為涙類である．然し私軋

威武着港に珍菓レて欲しいと攻も頭養えていない♂lむ身東iて産金を社会人と

して巣温々て行けるお汁の素数を十分ヒ摩って欲1′いというニこそある．竜

虎たあには活着としてしなければ在らをい良筆は卓然決ってくる．諾鼓ある

藷濱にぼ一　こ者ごまと産べる威容はない，ただ者えら新た義噂だ廿は十分K

煮たUて質しゝたいと相に響㊨淡牙である－
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新入生紹介

我らあ必滅甥肌
着煮√　魯魚の熱賛が官に衰㌫LL、衡葛を墟えて′　わ漁られ一回を遇ようや

く大学法治が汲ヒつき給古め′　冬でら恕毛妬凍なんて魂を鑑していると患わ

れる滴る事られるでし遮り．しかし堪食柁夢淳一回虫五十一風の包宅鰭令を

こうして一勝に承鼓して一　風の求められた制海を知るといろ睾竜一農あるこ

とだろうと終われ威す．

高畠ヒいち童の法人照が染んだ義初にして最宅発表し′　恵塵に忽亀の盛ん

だコミニェサイ　シ才ンめ季酸です。ですから書藷というもめは，昏食感考え

を健人に転壊すなのに農産では最姦なる¢ぢといえます．これら¢患（遽古

文を直して．東金賓轡が登竜雄．大草弘治をより凄然なる顔にしようではあ

り諺應んか．転変鼻息．′　よそ目ノそ．

牽努　泰洛　太蕃ぼ岡山桑津山南，中野山麓！て置された心音専尊か食感下符

誉す．人口為7万㌔牛．官立フた患者間最盛してい竜せんが・曙

め中央にあある　山鹿でで　でで　搭絡め各線」して知られてい著す，

魔詮村法淳歯票占　7号．演舞姦ぼ潜心高級です．簸壌簸た瀞鬼

ん牽く．まず野蓼，山野を寒く乙と．末文啓．マンすリン．速ゝテ

ンペり1　7瑛－クソン寅．藍東′　マンガ各々．ス封－ツで竣朝

倉でするぎ鞠は′　ボーかか小さくなる鍾本噂意で．もっぱら亀務

め方です．港行き外に－∴啓痔が啓室です．支牽秩鑑匝民法惣一

海亀嘗竣功行中で寸．友人厳重合し＼は談Ll音だと包箕レてい着ず′

喪野　元屠　蘇は伊賀着色　三尊濠と野面に亀虫＿貧が故郷上野法呈貴め盤鰻

で肴鉛でもあり差す鴎　公簡ヒ戒菅真義を穿った障宅覿折基点．ぜ

砂公厨を昔にして，二紅め膚健上野嘉噂ガそがゆる．抜金墟轟が那

宮野め経常法牒ljシャ牽寮めエンタシスを承少入れた琶艶めある

ものそ・ある。

戟郷のことばさて怠、き．怨め藩校生海を活かしよう．一年生命

線．卓球グラスに河鹿，一事河で浸く．ニス　三尊頑¢んが少遮る⊥

三を塗になると威読ほてる一台．テレビは・毎日架がしたこと奮＜

ス～5時珂絃冤た．テレビ絆券蕗にLtもL嬉K r憶念如せJ程度

（3）



のヰ・ヤンバラものが大好きだ。

このような私であるが，うまい葵各に本厳にころ瀦リ込んだ。

濠産，御室イニ知者の範の希王子で下裔さ　凄味Yしては，中学の脅

武，サボテンに凍ったが．皐は訝‖こない。いろいろYちよっくニ

Yだ¢　右学厳の蟻からアデ名は色々凝けられてきたが，新tい夜

目の水はtいと思っている。諸君，我に息液なアデ名を凌げたき

え8

荒木　落第　嵐は詔j軒二十こ卑七胃十W芭大敵で象れました。ノi＼尊厳も中学

も高薮も，そして天草にも浪人Yいうことを経験せずに入る三宅

が出泉て．夜かったY思ってい課す。今までは文化漆登り皆ちら

のアラ予にも凰して来ませんでした。ですから私の庵の一つに底

力がないという睾求あります。私の痛攻は全然官立ないという二

℃です．薮披患いし，森もなく，さら1こ患いことには金もない。

次には面もまずいね　又教皇でも｝番後に姐畳Lいつもかす乙でい

ます。

ヰ叫　　修　恕阜敏は次永島攻です∴大学へ入ってはみたものの薮各部オン

ポロでさながら車も夜寒廃物展示壕の顔空襲ではあるが，轟枚と

蒙りなく′　食堂のメシ求ますいのも，認義ボたいくっで，．教膏茨

嬢歎府の最大であることも変　を十度郡らしさもの求ないのも

変らず．確一つの変化はせ－姓の寮がいささかかなくなった単であ

った。ドゥショウ．／　好きなものはぶ・F．轟・之高く事も蕗も。パ

チンコ′　マージャンはたしなむ巷度。要するに，オゝナシ7て養

夜を人間てス（簸丸だ象凍っているのは，′）

石原　一考　古い放棄と／替蕊のもYにユニーアな内患Y紫轟で知られてし＼る。

京萄工凄戴線大学に入り，草や単胃の胃を遺しました。虫阜薮は

放免喀考量威ですが∴京都磐不薇のためまるで免官からやって衷

た凍な魔が魚く，激しい㊨胃ですむ　でも磯好演のような琶竃紛受

験主義には泉希で，包各が暴威YLて最も家蔵ヒ近い亀浄轟族に

学んだことを蜜り呈思っております。

エ観へ束て敢詔主観周いた事は．．夜番の泉布施と，学象の活気

のな曇です。建物のガは森谷されて淀武檜な叔魯七なあと薪希さ

れますボ活気のない草は選科系単蘇大学の為、社有のない孝かも

知れませんぶ，二組は儀温尊卑の間置であって草薮の檻餐ヒは一

応魚礪倭だY洛います。凄空の濠大意威令に艶希な正義心とF∠－

（単）
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タ忍にあると雷うめです〃　そして硬象塩素者なめで寸から′憂さ

の庶命を怠れない壕にしたいものです．二度ヒ庫えらぬ音容を工

敵で温せこ亡を誇りとし′　この後産経奇を潜の車で温泉1打ヒ声ふ

プ鹿にあふれた塾海をしてりこう，礫好みこめ壌な翠を考えてい

ます．

浦上窒一郎　洛北禽教早・

主命　三野　忍味経歴虜，パサンゴ（晩酌蛙ネロ観）．時妓ヒして．朝練好

事やそゐ磯スタンス濱のメソグ滴しめわざを軒常。蒐温．パテン

ト申欝や？　紆しくラグビー覇に人絹して．おお、いに液相ってい

ます．

上野　　希　Ⅳ条慣熟硬卑

小笥　義人　賭討二十三年一首二十一鴇塗れ．東部僑慮渾窃太輿嘗め覇噺七

番汲．TE乙（㌘タフ　3　9／／∴出皆吸　紫蘭常温感厳密高級，虎薮

ギター竜射て汽最。恕玖結音糸鋸蛍もプラ．ッンヤク．モタンジャス・

増し邦桑は線外，）それにサイクリングそす。サjクリング．サ

巧クリソタ．・マネー．ヤ永－／

ふ河　噂据　出芽夜．潜置．年令　／♂ま。紘膏．日々に変化し温確温わか

らず．身長一束へす双上、、－L一一易愚者の東大習藤がここきでしかな

し1めそそれ玖上磯孤で。・▲素食ノ

たど今．患河北啓〃靖将をす．騒けをきますためこれを壌空感

じめましたか，これくらいで滑。そらに為り竜也ん，お栂すみな

まレ一．－…一・一一一一一魚は賽義首な肇産婆／一ナ一、・硬膏雫す怒しか

らず．

観　　剥旗　頭傍枚は欝蘭帝蕊慮癖轡高検です。寮の一打のふるさと感城野‾に－

あるスペプシイ尊壊甘す。双感泣東都のや†ヾ館清澄郵二条に改ん

で澄まし忠泰．中学に入る繚薯池に移って束ました．エ終末博が

凄っとか′　なんとか′世圏を隆ゼた仕舞脊啓発で息め〆の互のふ

もkに窪んで蕃ます、養夢輸まや痺歩で十五余寒や．藩政鰐縛と

同じく好患者で遮っていますカでぎ帝顕まで濱てLもられるの甘薯韓

いことです　史宴に）、つて勉導に夢むの富草生㊥資然紗螢番奄す

㊥、．将か〆っの翠を翰持して　入商ヒUてめかを息がたいこ終っ

ていきす。恕乗には軟式テニスでノ＼鵬モ二二カ噌拳を観成功呑灘に

招璃　恵務　出身鞄．嫁凍瘡立裾野　濁麗怒ると、ら一　岬畜詞後¢藷筑きて離鍵後

月リ



牽させてしいと結きます∴私法鞠翠に礪諒宣事まで夜窺するならば

～＼ルノ、ナック　■ダック　鵬　こめ一基にっきますウ

イ　ーlンヤ　ナ1－－－一・．一

項婦　隆重　出斉綬綜洛拓工廉匪薮ですの

河蚤　正郎　注軒　大破帝東泉）1妻ぼ部落町£♂ダ　丁壬し　くゴクえ）

琴食　　え′　曳　礫生田は7符　′d叫昏（竜、九なくノ）

鹿常　務蕗に号トナシィ．常子に村しては虜相である，

女子に壕蔑む空もU名人　鐙えめで田立、た麗し1－

蕗に清潔で題額曙を涯うめを烏丸なし、ヶ　藤娘を後置を渡

よあせて　Llる．

蓼褒寒心で覆刻など㌦像乙賛歌老い。

藤森　教書，釣　くポーノーツ山巌　索輿審意　くその腱人に奮えな

いもの尊さ

藤森の香草　漬　7各驚　天党首麿

凍Z奉裟　威恒子等によって教化

常春　　釘　出身鎮痛庵撃落硬

食　　紅吏　緒動g／阜去首ズ／琶塗れ∴転釈尊豆腐画素纂尊玖出身。日下

のところケ尋　ンダー。遼東ヒして首窯釣．妖乳液賓．下手ごばあ

るがを奔　パチンコ・虚礼（コノゴイ）・一必之のカケゴトは小宴

め礎条の最たる詔の少　しかレながら麻雀は農兵⑦孝碍により線外

する，登時は㌧　経境線象によれ皆々や習毎鎧ヒなっているポ宮各

の態東で提督対後口ベタで気が、弱く金も怠ければゝヵもない．教後

に家蔵／ケ古物蜂蜜占〟母．阜生め漆きて嵐したクラス卑あれ紆鮮

卑されたし。菜鮭應汽巌や　玖土用のとりえ妻ない努ですが決壊か

最短りあ、き観います。

入谷　和男　大阪帝嶺亀鑑敦平年え．拓如ズ三年£籍／弓塗れ．僕竜多く一分

螢エ∠珂礫／噴泉を接しイセ上すバ㌧。て′　二二へ々って釆ましたタ

鰻め蛋預入か・ゝ尊かと鋭い書したっ　て18禽浄工観で首ンベル二℃

になったb注です．だから工数∂全てlて′凝足してしき右わけそ、撞あ

り普應ん。その繋留線　rエ級は社会や絃易竜リ魂められていな

いので、畠ないかJ r努早いので孝を覇もシソドづ」「禽蕾の歳へ、

均ぎ今まで食べた畢モー蚤も・いしくなかった」からです¢

′ゝ軋　啓二　永替高坂の富者．栗東Z Z卑／宵／タだ塗れ群　発都市中津逐覇

と町二条上ル詔町d占J

r占）
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ーブ題詞預入したが，菅原が狂って．廃立〆顛象。臆基の慶安に

鑑暫たみ塞或生るつ銅盤拇帝鱒¢鮭蕗感銘を人盤の承天啓轟の－

っと考えろ，豊．が怒る埼帝政添こそ人間の椿ち宿る・敦夫の凍票哲－

あると番える．双上あせうな考えの轟か私の惣一え鼠クラシック等

条の巌質　その他独尊′　彰観等違約〟敏にっいての鹿姿（こう葛

えてみるとこの乾噂で哲郎歴‾鎗…J　にズ甘ちょろであるボ）そゐ

舷少々奇一秒に漂われるかも討れないが窓を啓戯評苑に非常な廃を

痺りていを∴現象に毎分喝考ぽこの改号法最前に碧海牒あると同

藤に最高に本尊な入園モある。卿ちロマンケイスもやある℃嘗っ

一こい毛．

簸宙　　惑　わて認町の子、ソどす．票で壁書狐て恵や曹ちましてん．巳うそ

よろしゅうためみまっさ．落人なら　これぞ蟄官軍を官幣J‡まっさ．

牽敵　廊二　葛ろ二℃なし▲／

下前　昭吾　大飯大草強敵冬。鑑符は大観簡略七も公華と象磯に喝まれた詳

かな抒モノ　野卑プ貫之♂ヨく埠ぬ裟毎）に妊この畏怖河呼

で泉密教が薄され鼻に農産に恵藷的た務に産んでいます．

凍カが定着ヒもに才．クヒLlう鉄路J二桁の解藤もふく′　盈療法ネ

ロ野球七見るβが啓卓で・故狩タイガースのファンをす，宮下グラ

スにはう村各社ず∴

杉本　亀輝　らきれた甘　懲鮮スス年る哲／ク弓　藤吸′書く　ヒタラ手の勧

鰭がレっこくなるからやめる。レタリ　ン只の方面に少々足をつり

こんでいるへ　邸宅′　薦都市内．工芸者帝から商：諒　′g∂∂間虎

ヒころに接登tJてし∴る．本尊の換金整噂が草く象感とサバカナγ

靂み多き年額にもれず㍉っい最瓜√つの撃太を様故を應いてい

る野栄池来す冒考苦しんでいる．「すももももももももも宅もど

す遠も威もものラぢ」③窮み方1まわかっているが．次の議必衰ぶ

わからないク　名餞）等をお教え下さLl，「昏ヒヒ空すは　とと空すき

す空すきすにまつ　もっわれ綜ぼつね空かせよ⊥

来年軍歌する東が争いので遊びにも箸サブ′　象めヰで謡ラIjス

ラリ。

切藩　正弘　柁恕ズZ卑デ首／∠日塗れ。多き急恕弱者曾　麹療娃酸素強電．

湊鶴亀蓼。旗色で醍夢優ぼスデイ　〆芥．マ、ジグトーンで恕篠首オ

｛ドり∧‾Jノ声べ－ンからスゲソ戎・、久　レシェツト，滴蓼

膠．野好稼薗添．飯野爵ファンです，儀糸ぼ轟慈

（アう

モは滝沢

¢繚もて感じ



めましたノ？ケ　ンコです。恕衆β尊の疇－ノ　大草へ入った‡浄⑦ために

とマージ》ン習少し教えていただき藷したが萄くてし＼つも象けて

おります．下帯乾ノ　短資軋

多欝常　務　東野帝上敦盛淵∴河罷漁り渡本町とかに産んで、い恵す．放線はよ

く轟びよく学ぶこと．′1、学級去年，密琴3鞍′各級夕諷瞑河！て落

選しノ　盈萄予感射てゝ尊．ノ年の将官がたち－工錬大に人草．ノ

卑む首線を食った考か野濠の別に法認聾かある．

象濃　泰正　昭和之3年／好　日　日生机。轟隆希絞ぬたと二。詔或もらし1．

名つと背が高く払　たい。野球．水泳．草薙．テニスノ　ス卑一

スケートが省き，者桑大好き．

成田　敬え　浦和ス乙考え声ゴロ生れ．／9犬，大蔵蘭立番浮島境啓綾出身．

大旗土後屈Y MC A予感凍出身。定位紆洛励‾敷。盈療ノ　弟尊．教

歩．軍馬iて8、かる＝ヒ．潜，夕べコ．マ〝ジャン．ペナンコに－

曙喫喧なし．

め薮そるしく，人間が社会1て撮り珂亡札てLlるような社会におい

て．せめて大洛め野草覇紋人肯らしく象らせる虜にお互ミて野ガレ

よう．真東部数立希聾者は頼談に来て下さい．

森野　亀す　く本脅　威　哲夫）昭和ええ年よ抒ズ♂冒生れ．往河絃大濠密

教凍詔各出　ノ5／β。チビェー竿河田．璃新中？算定鰐ノJ竃．

牽戎酢　大隊帝鑑蚤好jJ、啓汲む　失敬市立藤募車拳夜．轟魂帝法号

ェ中学枚α　大数癒立衆木島扱

キヤ、リナプレーや．丈夫で羨尊ち．泰衡はヒヮフそi′こくいか

ぬ歯には葦い洛カがある、ニヒルをタ、ン芦イJ．。紆束庭あり。

容あ　逐一　爵衡舟立洛北静夜滋身．趣味建親藩．大挙に入れば．やっと一

忍っけて′　尊皇宣託魯をも十番モきると思ってLlた：∂1二．蕗旨が

捺しいて′　とてるそれまころで感ない，魔贋終了加古蹄なのに首

騒いたレ．家業守も観　てわけそれ搭いか　きだ専横のわからない

髭仁㌢っ　こ噂．藤野魯署め大学法藩がすまくっ者らなく罷見る，

それにや速か予く窺いのも大空奄不靂二。

よか　ぜ三　ふ生　還強工祭儀逸鶉唱十誅率∴免責攣鷺糞が敬いになり。及

・　一・　　　　●　　・　．・・　．　　√　　　　　・・

る色　象殊意乾番　敬重．武言iせ心室の護も匪到底し緩象る∴＝う軋

．∴　　　．，・・・－．　　　　　　　　　　　　　．　　■　　　．t　∴・一　　二：．：

軒家や額■宅を去っていたが巌底殉ん乞木戸って寺いので認双が蒙無

二、）



に

　

て

よ

　

蚤

　

ノ

冴
　
救
　
【

い
　
し

●

－

　

　

　

　

●

　

　

　

　

1

　

　

　

－
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車用　漁連　失敬のⅦ糸蘭島の出身で，生まれたときちかすっと北河額に鑑

んでいます．元来スポー、ソが啓きゃや洛鮮武からスポー、ソ乞笑わ＼

したニヒがあり　上世ん．この大藩やも汲外海勤をやろうと思って

しはすが何か象から大単産で見終釘もかかる◎そ送れに痺れてか

らにし或す．

長次　次嘗　戊必読レ　め鎗雲尊貴切障恥二入って乳′たこ声のの原帝¢貰造りは

竜い。級つで発行広．盈汀てしきち，これじ′や高教の醇の新暦菰ヒ

金々敦ら癒し‡有あ　〟。啓三んの密久なる緻東郷史演を領う次発

でありよすガ　裔要してケ首ウタイ　脇ふれ　法食い磯河鶉′　着

いて一ドッユイン　ヨ／

申亀　愚一　也考は東海商談。疫、くめ巣聾者ぶり註養好適でありく　多次の痍頭

金速から務いがかかつていを．象入¢夢し、賓鮮魚の出芽妖廓で経

もてたボ′　こちらに窓てから．いっこうにもてなLl．乞うしたわ

げか尺ケソコをやり出してニカ宵たっ　たが．タラ
～

ヅ声に）、つた二七場合まで

す）しかな▲Llんだろう．乳

かかってので ヤでんへの
一
一

糸田　　翼　出芽は彦頗東轟・夜

中厳　正桑　私は女鹿です。あ厳
j

ノ

7

■
孤
＼

衆で櫨ない・、・、・盈及○○宮

スノヨ。ヨtTシグ永〝

た塵　　充　賠郡ススキノ身篭＝象れ

下落常や）水款∫♂周一

塵．しかも渚橡飴，

にも人ら杏かっため

讐
雪

祭

　

ご

J

　

と

　

の

ルヒたぎかと鮒蚤．魂轟巌

り方や者廃車。色々容いつ

の硬な詔著しい車ばかり客

になり　たいと経っていきす

も希わぬばAの落さぬなり

漁泰　弘産　出者法度容顔嵐ゝ猶対ス

親柱河　東蘭僑北星大

鹿繚浄希乗　／ア47孝／♂汚

賓
　
の
7
　
（

牽
　
′

ト
ト
も
や
・
、
／

一度モいない． とつき

から「今＼咤1どう？」
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回生盤古息のノ息。半音嘲盛徳発（夢

ず
1
」
鱒
、
」
彗
J
窒
l
及

恕
γ
と
亘
や
－
≠
－
止
∵
・
メ
l
琴
言
誓
石

）にサバてをかけて頭領もつもりヂ

味せギター　こうまくない）囲碁（膏

砂／クク甥一触）捜索旨いたって懲

た
　
郵

富んだノ　轟華好雄どこのタラネ

ヒして管下えっ勿グラブ′　ワンゲ

ヒ人清め板ばさみにをリ．藤間盛観

含まに書いて釆たがノ　留吉鰭かでこ

匂卦のからから波出t t　按経縛を翳

「轟娃ぼ客るふ　熱雲おば’懸らぬ町挙

り〕」

点二／ズ　字音j∴くま日生

野田
　
産

疫工健太洛語数牒



東朝市蕊紫野轟壊容。藤波醸成娃野威軍に廼顛新入濁し汲領はま

ずまず（∫割る灯ったこと衣ある）や薦大衆寮の静ヒヱ卑勿頃妬

み竃選額した．その務夜も漬すに牽濁してガリ勉（ガリ詔までし－

かなLl）して∴故ず東大雪月ッ茅にすべきノ′　つづけて骨太．そし

てやっと工敬に給われたわけであ為。（エ叔方案）こめ審しい人

達を禽みて－教画ノ封じの乾ガを好托州を蘇る〟

発注鑑ワンゲかに軒属して簸泰を日々を法っている。

隆ボ　直尉　畝の出身畝掠，爵威爵掟で・す－養液の臍のグラス替動ヒして，

欽痩爾養金に威し会計を務めていました。がタ絃もろ欽風に対す

る葵凍結象れ讃した．大挙守ご入フてからぼ鍵嚢鶉と茶疫帝に入り

堕した．酪藩の索に惑贋味衣あり．首下鷹盈車です。蘇蜜もでき

ますが．静釘がかかってLiやです、今静粛象の∠j尊重にありき

す∴固蟄諺ば藷だ入っておらずわび、しい－人徳いです．澱かあれ

ば浄し拷孝にでも来て下さい－

鮮汲　優勢　′別に蕗に尊くこと毛をLl。蘇我が軍書ケ立で別も由財ケ立とも

奮われ′　それ婆れ皆主醇に巻にごと名やってきた一　たぶんみんな

めように絵勉轟をしてなかったし怒ら、∫冬め簿に繚浮喋を挙穀

へ磨って好きトーナメ　ンt　で、ノ鑑を決あk U L k．Z等モノでナン

〉コ最　少もやる．濠咳には「次番」「音容」「繚硬J T固着J r八

月彗ン多」等。い竜石盤帝へ行フている．

前田　　轟　鐘軒は東都帝中泉鼓河鹿、町3最上～タタ♂番地

数年巧日　間討ズノ卑9　打ズ日　米審

琴厳　粛恕〟β等J．J／　最新府立洛家島硬孝養

〟．ノ　　寓諒艮歴琴筏大挙

〟ノ考　古．ふ／　閻液手渡

杉．ノ　　東都工芸漆雄大を入啓

〟々尊　ぶ．タ／　間敏幸棄覚込説

く　大賢〈＼つたからにはえいに婆がたいと思っています）

東泉　嶺己　闇蚤親鳥嘉局

水厳を細った必l言本年／首　ノ∂百（？）

え好／g竃に驚著せ萬しノ　象嚢を萎えた虎はJ月　ノ7日．ノ都ま

発意や商家膚がなく一　一番ちかいでこ網毅にまわそれたため．入

峯を筑煮した功は孝好〟哲。占有ん♂♂∂閂（守衛夜）の寵蓼葦

飽となったためゥ　、ゝ孝接被子のタいのに薄く少、藷ちかってば

行か）
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いけない。これは東学の重畳商のこと．エ徽のす写榛好だ。露草

と夜治め親祭寝泉薮の法則だからね。歩くの劇革空挺から．叉に

膏身のあ寄せ手（隠し本うめことではない）はC gよぎ　〃／或∈、．

毘葺になり家斉〆切はす，臭素東岸，以上は合刹化学の鮪牒k書

く。巧めことかな？　改本属生おしえてチョラ7タイ〝

塩山　凍粉　砺和ZZ卑7汚古口婆

洛北急硬出身′索酔密着節翻腐¢（餅の艶姿百嫁アメリカ奴立去る

冬首一貫由日本は百村変更琴で／首アメリカより草い，）

肉が使いなので身長か呼びなかフた■　私産／∠∫勿れ罷泉。

盈阿　東審　懲討ZZ考古首ノノ琴婆

準質濱宜彦頑東各級お声房が，住抒経費根ヒ大澤の車新鹿威の田

園隠商，歯学聴聞が首遭え爵衝紅くかかる虞礫上．哲きなタラ声

に＼肇で空車Llめ奴残念である。こめご手樽速く駆ってケル鱒っ

′　ノているク腎葡町の美容埠凛常務帝で立入夢しまうかな・侯に東い

′′たクラス云あったら好奇して下さい。

盈泰　夢間　際は知妹ある人怒ら知っていると愚ラ妹．河田の枚山の重患孝

野痩身の者です。法皇隼は松山煎駅から客車ヒ解に仁いたいノ路

向直られていくといろふ　な困れ給です。そこぼ奮う諺でるなく

考ヤソ声か一応ぬ来るや、ら／お望みとあら針寮内してあがる．妄訂

金モ育った塵Llか少しのんがlリ　していて義孝の犬ぎ入試の静．一

勝そ鼻けたのみ．慮るだろうと思っていた。ところが窺梁好色戊

し
⊥
革
　
ぶ
t
、
ゎ
1
人

、
＼

山砲■　鰐史

かつた．∵今年竜一郎
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つ
　
柚
㍗
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∵
粗

忽
「
長
「
苺
■
　
ル
＼
煎

柔
　
い
し
Å
彗

た．げ、紆t・＿に

山鹿ともみて

た．く　これから

レよう．

轟撃渾身

鱒

上

陸

＼

ま

～
疎

藩ちた。むふしく撞々太ゼミを凌たして

広遠う古村泣かし嘗ないと渡っていた折

りもすっとすごい穀があった，少しばか

合意で増血なかった適が巨象勤ド来し、に

l

＼

山嵐　抑季　長国務鱒膚訝．賓かと麻薬の筒轟く解像発一　束鹿渡総河戸の産

兵鹿爵立役軍勢薮．髭工藤末ヒ番犬コースを歩んで、きたゥ　きわあ

て尊敦なし立

刻苦観劇

」

も

　

ツ

つ

、

卜

る

　

　

ノ

入
　
く

産が私、の

笠

い
1

葛だ．鼻行惑正1てして，葛に冷静混義イ　啓力俵杏．

まl、
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押
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二

M、M，でしゝ婆が　い．　尊家硬は　トソス・

たが身についた恕枚と敷藤撞どうし　ようもな

て　しまった　く疑藩の声ありj r　ヒいうわけで衣

スダ岬教養．忍味は揮　舶Nに．二に髭始

〔′′）



リノ　このところ敷けかこ♂′繚ぽっかり。寸玄なたか′置く入笥

PAC旧蝋　慶を　教えて下さし）．

雅由　綺失　意毒す怒硬璃常

春岡　増え　増訂ズえ卑ヂ仔ス3日塗れ．′＼絢を枚（北九州裔）出身

認埠はテレビ】疾轟藤貰（繭胡乱）』誠墾㌍′　此紘‰一
のフアンJ　模空の鉄遵（0ゲージ，H Oデーdジ」

噴泉ライオン矛のフアン

T冷泉　入漁（左煮豆）

三　　嚢家　令奮凄盟台北工煮屠蘇草薮切身．鹿渡汝鎗番．者達

社町，下忽ノ琶朝市鼓東庄下璃貰本町女7着承牒

習蒐；さ澄卑壱j　常襲柁齢　′玖タス署

∴・三、　一　二一′．・′　－　ニー　ト：

京都府寮力温血斜御縁鑑慶町ス♂　7‰脇d㌫仇dβ　顔義一

世ト
着、ウ

ノ払あ　蕗＿捉48

還壌昌泰（♂讐紗）単軌狭義
固め娃亨；スさす　γ尺レク呵　彿冊　倉J納’す　∫机鋸軋

言か〟γ〟　も号∈ア〟角材

㌍・－、いトト‡●三二J

東都帝着竜泉邑旛ケ囁轟尊卑g　出口噴三着

膚用をiバ∵ト　ミントン．練熟；（百本．凍暫）スポーツは仝くダメ

さ、寸．

今尊埼詔戊庭から田本にやって来た密昏数三亀を倉む五十〝者の大層の－

密生を吸い入れた，今草遮，一守る草く繚嶺洩蓼科という　㍉‰リのげっ

釦麹ヒなってるらうため托．祷塗困惑一二封入せ頗耳蘭を乾けまレた．

「参考の一回弦喧村人鱒に立液に藩象や滅べる射、．クラスのまとまりかき

浸、由泉てい声い」とゑわれるが／まとまりなんて．互し＼に〃ネギ腰了■々′′カン

ニングクぞ牒畑ナられ食う．卸すたりしている啓に出凍てくるもん虜、。ヒよう

1功声や法り　こめノミ・、さ短拳腐持去＼いて．一　つの舌とまり′　そして草嘗ヒして

．っr　　まリを竜ちノ1∵藷ら∵」暫蜜ここにあり」と■いろ安直を蒐せてLiを霞’き

りヱ）
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プロムナード〔6〕
成風堕　中　東　準　凍

克凍．私は散策を趣味としている．天覚め凄い年後等．ゲ’タばき七、．－痺

河も二時覇も牽き廻るめぼして幸次轟である。野叙法の虜に寧・行動華麗を

友がる数に常盤轟で都外を温。摺り′　蕗に鼻．良い余って軍医車七かつレで

和義を登り．景観を安めた軒もあ

もゥばらブタばさそ　りカラン

散発のユ〆ス名大汰突き てつ

口

　

蓋

コ

　

し

密鬼の渡が希望で一　ブタぼ宅で

，
　
と

た
・
・
ク
　
て

ワ

　

ン

　

　

つ

照′　しかし′　大洋染となってか声は

モネろ歩く¢を醇としているか

それ′尋．平たんで．の人び、リ　した寮

淳率な凍、
つ

ヽ
j

レ
し

‥
り

′
登山 漁血喧しなくなった，

′　戊㌫塊に音か点てもらっていろネqAサー●F、¢杏惑それを教唆してか■卑

：∴∴Lt‾二言÷∵∵、＿：∴さ‡ミーてl三一、千三言≡∴
1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

余り平たんを痘ばかりを歩いていると．発が碍っ七しきらて＿　心源空に鱒え

られなくなるやあろう。それで．争好めスロÅナードは少し誇り山鹿を産む

争たした。滑々モーブアば、奄モ／江匁タグラメ

蕗はしなかったつもりだ。

豪乾　た紺竜ある廓㌧　単
一

えらく前置きが凄くなってレ慮ったが．そ功心象の名節＝才一　亘の虔橡巨象

されている軒！てよれば．ク大野努たる条偉力　で、あった，

沃啓吐ktる煮藤波村か？
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患す．そめ解答を温泉した

二瓜二つにをきると雷う．恋翰了ことに着ろイシテリダンケユア、蛍が1番
′■

適とLl古壷感官．崖に宅の義乳的な恕韓でめ謬繚牒されて隠いなしl伊那ち，

インラーげソケエアと勘　智分′重曹で妙を鼠．毎分の預で紛々衰える孝の出

去る人材と妄壊し′朗と軋軽を翻る人間を意味しているふ

い1哲多◎旨で紺を寵． 合l▲冒

声牒今′場合の留で物を覚る′

邑家島わなかった．河鼓そう羞わ

も希えるという率について

フたが　均均拳　ありリの　ききて発布k

たかとしトラと．その凍み単滝人時日て



ぼ鼻めて圏遼な拳でノ　尭ず本号鮭乞要って盈し具えないからをある9”あり

のままに覚るん　という瘡の寛ぎ痘壕舞の入朝の産番数である変人の努の兎す

くある9　忽麹′　八潮はをて／婁人生を革を最糞め産撃として〟　それに瓜付く

魚努力しなサれぼなら患いガ∴　深して完全K要人の或亀て凄すると雲♪う夢路あ

り静ない像に患え為し，ヌ．その　〟参入たる蓼力　車扱痔′　入澤針鍍金汗こ結いて

は大した落選色堵たない像に患える。即ち　掌人替りめ盈金が出泉史として

もノ　それ法竜巻で人裾線のなし、薮壌洛媛な法衣である像星て忍とるのであるも

つまり．覆人たる撃た落数次あるので椅なくて、老人たる率を白魔す轟に鴬

衆がある荻虻か，それば別もして，どきっかく賢人盲二怠る単な邑刹達也束そう

にもないし。ヌ∫　凍変額を二十か軒家戊あ温大草姓に底．書式、寮　あよそ衆

蔽い魯魚であさ線に貰われる∴撃人になれない走ら′　甥翰∴饗人好古対仏蒐

鳶をずる孝．っ凍jj．潜をあるが、ままに見るとしいち奉も学童怒各号乾に違いな

いと璃密生直感て考案だ。で．河乳　弱牽ないかと云宋喧、．密を見る習合の

笥媛′　濱l二軍芸の浄帝財であり′　赦して留まも練れる義治出来をい∴つまり

短毛を窟してしか外潜め争卿を見る拳がお寒なし3．相島．皆竃を艶紆する撃

が出来ないからであ為。瞥まが′年産すれば′　肇瓢花に談じられる象は′　留己

の国風夜食や生液温鷺から乗る衛鷺ヒいった敦圏レンス＼によって宙ちか疎み

蕊歯雲弟を樹に懲らざるを認ないという顔である。こうした現象を．湛教緩

泉喝という喜蚤毛番いこ詫喝していろ．智轟泉にぼべた縁に′　この患咽を取

り去り′　あるボよきの象を欽定しめる濠整えす貰カしっづけ奴ぼ怠らないし

卓二…／二人塗の海味わあるという率法要常套丸おぼ、ならなレ＼が′　せれでLも矢桑

をク。その縁家婆めもの治＿　大した鴬秦を蘇っていないし．妻そめ習由は来し

て漫赦され－る撃殺登り簿そうにないのである。癒しノ　ノノ盤は賭孝をあるか凄

まじ或る蓼が匝来るヵ二番ヒいう人妻であれ絆、，それ洩全くめ飯塚ヒいう他特な

い，靡ば登にそういう着想に関っているにせきないからだ，

しかし＿　′U蘭法′　脚－【棚少なくとも′大草注乳の軍営と牽猶も烙ぢ合わ浸

・・　　　　　　　　　　　・■・、・・・▼・・　　・■・・，一、・、　・■　一・・

に恋えわれ為。そして′　この車窓盈めて鎗尊皇孝だ。糾え．嘗倉の百で線を

鬼たぶ鞄に．ある戯t轟き功一潜から積木菩く茫薗もて濠ヒしてしか凍え等ない

とLlb夜を着妄言．レよっ牢虞ころ浸ろちレ　ズ，認凌励ま二そうする車己えあ

ろうが，真に哲多感官を鹿じて刻を居た終演潜、そうなったのなら．塗れ溶摘‾

尊者められる率富思いとー忍う。紺疫も涯増して歳だ操に一　何人もあ膏求ま歳

の車齢を覚る密着は蛍粟をいからだゥ　塗して文ノ　将人もある薪きまの寮筋を

覚る密が漫泉ない故に．我々は智弁¢官で財を慮る鎗尊があるとも蓋える。

（／ゼ）
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節も　督今戻すトの魔人も又．索道の冒豪儀レて　しかィ　効を賓量諦磨髄感庵心

巧、ら　硬峯によって義務され磯それらの　4蔑牽き　惑．しぼレ計奈励ま嵐竃炒

る。そしてそれ癒え澄め虜各．どセちかと養えば∴葡渕牒戯瀾鳩⑬感心礪砥

歪歯されている常が養いかわだ。そして瀞には′　悪者豹に変紺音符なっ芝一．

絶入を打忍させ、魔人の雷をマヒさ克てしまもろとする人轟き宅あるかあ乾，′

二の尿患賂蜃櫓に（又妓鸞尊敬紛たで経あっても）露骨された　〟環菟賓　う覚寄

合の君で盈遷す二となくl　そのまま　タやノミん　にしてしきっセヒしたら．夏

うなる拳であろう。 塗れこそ遥ろしい訝百あり．斉，－尊厳考牒

六きいの疫′　そうしう毛の寸、さも人盈膏鮭である争遵奮う色感ない。浩患醇

にもまれたのか．寮電観潜になされたのか披判然としない率が多いがJ r、史

給に啓て竜∴感度の盈会を蔑て童．架蔵り整汝が数多く為されて凍．声づれ

てし）葛藤に思えろク　餅1えは∵岬肌叶一岬個　メンデiレの法利，

勿観．エンドウ乳の及ガ．シワきて常する直接め法則は異観飴に正しい煮付

が有り一　慮かに科学紗で．盈薗されているとは思えないそ（しかし次め濠を

春寒を頂にする騒，私は査潜を恕戒でにじられなLl．

ク去、蕃窃常態汲まれっき寓東が養い〃　　ん衛は染ま献つき勉が萄い〟　こ

うレ、ろ董渡の感に将廃油の勧ま　　　　冬ノ　私汝これ音質韓といろ毒凛で置

・・．∴．・．　　・　　　　　■　　・・・二、、・ミ∴・・二・　・さ・’・こ●軒　－J、、七、‥・

り忍野が勧いてL　を拳法頓智である。そ　て又　ま巌が藍本に貴家これちと

いろ車は弟ピノ激怒昭＿　絶対醇に嬉野モれてい竃。しかしノ　ー簸ず　これを海

鶉する大窪の発人がノ　富合の膏で一　号め夏寒を寛．習合の頭で、老えて．篠か

章二そろ鎧と緩めて嬉岬に移っていったかと者たる蘇．懲らく霧だ翠に血い戦

車がその各ヒ　して客られるの空は奄いかと嘗う。ズンテ）レはエンドウ象めを

ぞシワに討せる澄肱を許寡したか．湊しこ八部の天象について常俊治に冴蒐

した架で法ないb　老して更．呵曳き　人常⑦ヌ鍵につしミて戎練れていないどろ

う。後の入疫が篠芋に凍大帝覚した琶料の砲である、厳密在韓孝勧定着濠を

孝につオこいない人え釈尊密溶ジャーナりスト慶が．大味その資宜の大半を

責すねばならない。スラトンだった4㌧　アリストテレスだったうゝ怠れたか

㌃好か針漣よりの奮然粂登竜嗜えた尊者は．それと顛映した人文畝希啓貴め

香車湊のような矢野も示す藩例である．が′　まあ一　二め啓は劇ヒして．とに

かく．東都ヒいろ鱒に滝凰野営圏酎診ずある。鳴き添削に鶉いても．療養或

竜に責‖しては．褒めてよく塵悶される戯′濱膚或欝でぼ．喜駄藤樹き弟ない

とilう藷法則が釆山ある，メン争ルの法割だって．入珂功票範ヒいう孝に虜

とて紘一　象河野圏射てあるかもし玖なレiY L－ろ率は充分～て考えられる．

〔ノ∫）



つまり′　螢犬的な黎祭の奇がずっと大きくて．擾盆的啓酎ま全く艶祝し得る

翠こ小さい毛のであるという鼠1ても養えられるからである．契贋．最薮の欝

奥によれば，教導淘音素の失敬ぼ．全く盛徳しなし、としlう艶が．淡汝に受椅

ミ来て凍ているをら甘ある．数替わ菅廉モ巷がた勿は，塵一皆決って知るベレ

ーくいろ琶或毛食まれている。

メソ争ルの法則か．その盛大解釈ヒいう恵ヒ於いて．畳留まれているとい

ろ拳は．亘れが′窺経世啓に東てぼ．圭ヒして′賓あ主義繹普lて詭て由∴㌢り

鰐洩れ　安逸主義靡尊だ素て経余り啓まあておらず一　組－ゾンデJレの法則

が啓表れていちとLlろ奉賀からも容啓に薮常きれよう、薦額鳶毅を終っ裔F

は，違法速別法藩命の竜Ll効であり∴文．二金て虎魚で免全ヒ鴬野徽廟を輝う

者には．蜜伝法封硬質合の寒い劾ビヒいう封は哨らかどカ、巧である。

轟仁　一　ソ盛で甘，盤に比和ね　聖者翰加藤大王胤すぎ．乞うしても彦静の牙葱

が妓じ．クレイセンプ孝まが曹畏ミわあに至ったのは′　つい帝庇の率である，

漁法数刻史浄め痩蛍に於いてば．単級ヒいろ形では．ぼっ至りと盈1灯されて

宜ない濠だ軋　ある喬嫁では＿　ソ盛の落合氷上に葛巻に泌大終訳されていろ

売時経がある。それ竃＿　粛疾珍一式一人に至る塩が．嬉紺綺上張紺塚してい

るからだ。この払永野歌の蚤に一　どんなに多くの入藍が寒波になって衆た訝

転ろうク　エ衝の歎蒐カ，ガ薄の塵碧め鹿野ば′　この魚に大きを蘭徐があると

賞蛮香える。家産もない孝をある。一法寒命老親して　それでも治かつ蕗婆

の－最大夢へ入れなかったという鼠年給．官命で物を覚る官を尊もあわ也て

いなければメンデルゐ凍刺を君題し′　養え直す孝おく．蟹己の演能を意簸唐

子二．脊足してしまうという孝　　　　鰻は承冒を人膚で▲　改まれつ彗真髄なん

て猪も合わゼて窄しない、・ん、

綻ば豪泰主義の螢幾とぶっていくめである．しかし．その賓在の大挙は′　曙

留針こあるとし1ろ蓼をあれて絵ならない。旨か宮徳ですモ封を鼠．密命の環

で應廟を養え．凄艶紅旗観として慮敬る率に毛のそ霊であったからだ。森々，

喜′なくとも戴々大学瞳紋．この率kものぐまであって持ならないのだ。

税冶温勤に関しても者える率す∴　姦熟慮勿覇で，乾溜度数に番堪りていろ

くイブえ、産直．被せ産め輝きめ東い蜜きて怒鳴す常一　払繚健脛や建場，蕗に結束

パみ、ノ　ミ超せすにはいられない．予討盛観の資金調淫′　嘗亀あ，威せ濠の

言上二は守等コヒしミラ二つの文学、しか馨らく入ってし）なLlだろう。セ功塵動の洛

／7　哲溌窄，影響や　密教をおらの首で菟てはいきいしノ　又．貰ようとも　し

事ノミもいて、あろうっ　そ唆せ産め条乙は一　電弁豊が′　平和の贈温たででやかな宣

教もあ　ているという挙の濁箕扇の誹が、竃　∵　あり／叉塗弟が．鍔㌻藍をし
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て．爵蕗鼻◎粛lご立を慮る打壊になっている壌た害える．ヤ子大堕を例ヒ単

がためは．韓に密甘藍の申i二そろいら線が感く感じられるからを．啓子め大

学生のヰiでも恕軋　そういう塵やがを〆舎要れているどろら｛机　等早め潟

金定′　そういう電熱紛顎浄乾漆から洩博せるよりは′　エネ）レ考一騎な野から

豊嶋レたをが密解し易いと衰えるが．その泉軋　複に老骨たる率についての

匿に少し触れる率にして′　蜂は費者の庭番に妊廠ようと貰う．

が′　いずれにしても．官金の腎で郷を窟て．眞奥の葛色の判的ヒより．政治

蓉象に各裾している入鹿は■　かなりか舞い猿に称える．私のこ釘瞳の頃拭工

蛍め政着的連衡汝．そらしゝう裔嘘で鹿恕な例であった猿蔑ろ。声毛を行う率

宮津萌した二。′位人かデモに行く拳攣めてくれた。・更一敬着釘掛て余り

野かろくない入監に盈J覿引に芦モ雲雀し＼たIj．更・芦、毛に行けば，何クあ

に争壬をしているのか寄るから．ヂ束に行け．ムあ　　という書換邑展年弱す

垢束であった。払智者は．余後の翠あ

持亙封の立塔を取ってひるが′　留るあ

政治添新を行なっている大壷に臆して

奴
T
、
司
－
j
R

い譲り′　草薮の鼻蕗約，政淘短句に

で劫を泉＿長束の匂己の密着の東に

．纏泰釦に痙乾草め行き鴬に軒等牒

鹿を嘩び篭い。寓意ヒしては吏潜め定率はとっても．存害者につし、て成東哀

し．養親さえ号為．しカ＼し．生孝甘な．‡ないしは＿　全蒸凍える尊をく′全県

葛乙の哲を盈す争なく′菰熟に賓って鱒漕法動のまね学膏している直中と堵

挙に整風を感じろめ劇である。河攻なら二　宮各の息で掬をよく覚て行動もな

いと′産んで・もない争ヒなl）かねないか．らど・削之♂鮮め射こと摩って秀行

塾も．鼠に平詔破壊への新藤紛行為と奉ってい考察さえ．あり輝もからだ。

患嚢葛の密命澱，遠慮を優った光簿の潜め中l二．嬉鳥を嬉革するが紋に，

兼寿の垂下ヒ怠った着が決していないと言えるであろうか？

姦いぼ文ノ　まテ東鶉の項，最初∴　盤

古浬恕となった．観るk．蘇りに至っ

き官国産あと座っていった．そして．

毅それていった翠であろう． てL
V

い
て

嚢
L
l
転
～
こ
　
事

浄ヒ義潟紛ヒ咤紡げついて．春夏凍

，眉篭葡経済官諭せ奮拭、＼っし＼て．尊

この

＼

レ

っの浬卸の中で．多く

その中に′　前温豹‡て衆

強者を好り敦した書留諒者が後塵動b華いて・轟粛冷者も町リ蔵し

ちとこうであろうか？

自分ゆすで紺も葛をLlと＿　とんだ単にをりかねない．ところが．

注留った争そあるが′　この哲合◎胃で鹿も鬼．百分功濱で財を考え

あ
「
∴
い
‥
上
に

更．．．も

人

　

て

ボ雷

常哲

ヒ　した

に これ

、
ク

／
）と

只須目上あり．表層である竜のを：短からはっ生りと雷蔵する車なく．■　その薮

鐙葛篭客．毛蚕無いとLjら功が’，現法義金の一顧静寂瀞である賓に準える．

卿も．炎々首．ナナストいソの暴呑み豪華をヒトラーに．大卒蘇戦争の碩疲

（／7j



浩贅の安産を豪農寮費に象象に蔑いかふ、老てしまあ、ろとしている。蒐覚め鉄

室町屠たしこもそろだ．岸旨凱　旋疲昏潜．疎唐土の全ての貴産経洩り．炉

茎簡窪大臣．ないしは．治敗者に癒してしまって′　薄口ばかり壱っている．

しカ＼し′　この線な医薬程．一般大家の照糞柾で七一　同好に．インテリゲ▲ンケ

ユアめ誇ijを棄て空ったもの首ないと雰ろ，確かにと∴トラーにも質転ばある

レ　粟魚にも資産はあろち、敬治散逸架があれば－′　浮にも佐渡にも倭櫨はあ

ろう。しかし，名ワ℃為っ七大きしl資産は′敵国寓にある功だといち尊を忘

れてはならなび，単や腹澱を盗んだ¢積一味洩なのぼろう？

鼓し－は．ヒトラ㌦考緊密に，彼らの慈ラボままの体制を咋ら法るに猛攻てい

ためは弼なのだろうか．

或る凄め大藩は．ヒトラー淘東条，義い淳．鮭轟々薄を背後で凍る藍か珂

俸溶∴経常団堕に．それらの背抜き痔する単がある．しかし．これも間直って

いろ，それらの固体の館野と留金の日で鼠，白倉の喪で考えて′　それらの終

東を肴鱒鴇東なカ＼っ七一級官民のものやさの資産薪ノ密大きい。

しかしながら．百合の弓で妙を見．百合◎濱で卿を考えるといろ串絵．本

尊はノ　ものやそそなくともなかなか艶かしいものである。何か或る寧‡て対し

て、富合の胃を決って蒐た′夜来〃　が．多数の趣人産のし、うク環果ク　と軍な

る時．宮含めク東泉4　乞薄っていく挙措大衆鞄かLLゝ尊だ．多くの人藍滝．

っい′　官爵を嬉瑠牒す、にノ　他人の　〃兜翠シ　七台倉の　り現実う　に援し変えてし

ま奮うとする。皆各一人を嬉す11るとしもろ挙措大変登かしい学なのだ、。この率

法．草間の操に厳笹薮◎姦泉の暑い分野に暴いてもそうで．余りに人以上に

高嶺の抒寛を頼った亀1二′　他人に曹轡されず．包含ぞ1え．藍には．それlて

贋鰭武経てなくなり，夢閻旬に非葛な大発見をレ右折ら．賂割的な包翠に乾

かでLlっ十二人藍が潜入かいる．〃簸職葡〝の分野を津　河し　た大数学者手ネ

ルク・ガントール孟その一人である、しかも′　潤も盈fこ温い狩ったアンチ・

カント　ール漁㊥虎魚入効虻．これ大大数孝養のアンリ・ガアンカレーである

と・いう車乗を覚る脂．私感は．如何なる常人の官よりも．転己の弓聖徳びね

ぎ覚らない孝に東根くてあろう，労軋　他人の悪覚に好を感ける密接蓋う藍

ヰ∴なく′　安寧杏車であるボ′　忍額の緒論治めず◆短身の軍を虜して．短命の敢

竃狩こもわねばならない。タ嘗喜強心　が睦に出た幣の昏掻するアイ　ンシェア

インの次の葛魚が＼・硬が身を玖って．そらいち裳の智竃を大闇にしていろ泉

関空考えてくれる．

ウみれば寛一ストラリア功毅蔑みたい克弓の足。おれ汰優子なんか克たく

．　－：　・∴．丁・・ノ・、ミ㌧　FH、・．－：、∴J，′　い㌧
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汲

　

欝
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る

ンケ

ある

はあ

を忘

て　し＼

わ珂

って

の終

．本

対し

雫も

滝∴

て　し

の車

上に

れに

に乾

ヂす

す・

為る

じ　お

う藍

の厳

ま．タ

ろ災

た　く

あれ培い卓だ・いやゼけれども′　あれに絵これに対数する覆輪ば十つ宅な

い．あるの絃計れめ慶だけ宮．叉膚の車に深く食いこんでいる藩鬼を鼓蓑

してLlろ霹い粟しかない。

アインシユタバ　ン象の人が．童子冷め数式ヒその尊く鰐漁色謹．窄出来なかっ

た汝ではない．級は．その武功渚りかける富豪を解きとれ耳に酋磁したの産．

韻ポ′　とうとう塗の奮寒を衝き凝ったか否がぼ私め知る鮒では養いが．そう

いう薮東の海ijかけち葛麓を漸き取も迄汝▼　桑に転宅㊥劫として設入れてし

まえ奄い急は．璃賓のいち　〝教学法拷鰭である与　という喜窯と比して蒐ると

紫蘇に恕匂い。

アバ　ンシエタ　ンだがら二を．匂倉の宮守それと磯路出来ろ亀．蕃槌と溶

決したけれ巳も，並々の人歴は′　女鹿ノ　敦萄給を数式だけを直って尊者諒マ

スター足り．成．ヒ藩意になった寧だろう。後の様な人魚妓▲　鼻に宙己功

召を直して，蜜各諒を君藷めていると娃いえないめで磨る。悪者力め錬磨三

九七八度で亡だ．音名㊥宵を直して卿を篭る争ヒ毛のそさである率廓あるの

だから．岬磯大嵐功中にこういう粛漸都姐じても不落磯な率で、はない，がし

かし．そういう巌瀞蛭少しで竜敵くしていかねがいけない．

リンカ一ンの簿代より　も∫0年電拳のアメりガに戦いて，淑寮が′敬啓乾

と全く対尊め教義め放射二列する漁刺があ為とLlう拳を福地霞め双発象蕃奮

え各を争ぞろう。それどころか′　孝の賭好に．もし．乗だ′視覚ヒ一級斎乳

、この気合な対審産が契赦されたとしたらノ　ー番不審轟を破く感じた必腋．怒

らく恢者盈富者ではなせ＼っただろうか？

しかし．こめ密雲一笑守こ付して済ましてしまう訳に法いかなLl。もう大倉

尊め華になってしまったが．撃太喜成感め哲の宮を挙げての患呼功声を思い

起こ寸時 いわゆる戟好漁に亀する入鹿だけでなく．戦後潔め番い

人星の旬日、も社うであった ．嵐妓この固¢覇業に不審を施かすと結

いられない・それに竜牽して′　威々太尊塗の海産である一人のインチりサン

すヱア漠常．正野乗牽芽さんがが河に者え．如何に線輪したのか．不着てな

ら互いし．文虫茨もものなら．その真乳に瀞■いてみたい気かする．

少し詰り，鞄が長くなってしまったが■　とにかく一人の大挙堕として∴　イ

ンテリずンチェアたる鶉に軋　哲倉の草を索ち毎分③頭を浄たねぎならない

努妊希って　卜伝だかねと怒ら，竜着た　挙にないて．経．次宙のスロムナ一

㌢に書かせて載く挙にして一　今野首．これ∈蓼を置く蓼とす亀，

く参着丈叙J

‾　泉南忘綱渡り 大王凌三野

（■．プ）



奇恕辛抱

魯濁度掬

え河の建額

亀の姑

喪服と重態

閑

〃　　　　一　木　厳　君　鹿

野　襲　利　彦

亀　山　　　　等

／ダ∠∫卑続演の波最新軒　いレイもンコ客観につし1ての変容）

衆人3革め孝糸

状　上

生　命
／回生　　長　沢　渉こ　ち考

科学の濠繁の官的．、・‥、塗れ接義ら護で毛な∠．生魚の巌を嘩そこヒであ

る。生命めメ　カニック愛好噂することが人間の泰嚢を喝ちかにするの藍。東

電は入園の水琴ヒいち人頭永別の鬼女硬に伺かっこノ　それ習すっぱりヒ怒っ

ている白いべ㌦ルを取り除いてその本然をかし、岡見ようと．甘苦ノ＼老してい

るのでああ。こカを厨連な覇者が百年牒そこらで経輪舞出来社うにもないの

に．√又たとえそれを知ったヒしても，ノ目釘の－智の生命を永久に皆命ヒして

この隆に凝らえづ慮ること首天啓親しいニヒビヒ蕗う。）それを欝に5漫封して

いなければ稲見できない大河。竜レ好という八郷が存在しているとしたら．

こんな人間の銀子も克て一人ではくせ賓んでいるに盈いなし、だろう．（あた

カ＼も一　散首が戎々め夏草痘いめ港寮を見て〉ぺで貰っていちょうに。）

しかしな部ら人固め密命横車への欲求は．敬笥なもので．自然科学が生れ

てから一世艶後夏で笹度に漫歩し′　その亀儀は如塵虜的ヒ尊大しつつある．

人噺の鮭力もまんざら萄艶ヒ出東塔Llもめであ為。

こめよう私法命一皮衆の卸先の一つである．づアセルゲェートという溶液勿

来轡の患部又を乾んを．この分野に重く泉人の私が大いに魅せられてしきい

ました．そ窃コア也レいブェ一十う客親セいちの絵′　「せラタン′　嘩包アクレフミ

ンのこ蜜の漆密を渡島すると．今まで暫々にあった腐食は盈喝であった蚤智

東清華が．澄って来るのです。これは′　きず二番の琶鷲が書ぜ各されると轟

自製各が相互に貯金し　こ墟ヒなり．これ番犬牽くなり′教官智弁等の数が襲

苛黍にもなり．水から締出して濱敬渡で誼られる演舞きておるので寸。この液

（ズク）

β1

い　り一一一ゾ・－「一一二ふ一概二二二遮三’こし二一二一hユニー通′蜘ここ㌻】二言ヒ＝汲一望二二品一一一　〟　二山一ニュー－】一㌦【一一一＿・ミ　ニ＿二、山▲＿－〟一・．←L．∠＝ニ．．」．一ミ′一つ一一rrLJ・二二／「。㌧J【ナ・＿〕ご皿．＞



あ
　
■
衆
　
っ
　
い
　
の
　
て
　
て
．
女

や

｝

　

　

　

　

　

　

↓

が

J

 

T

L

　

、

バ

　

　

　

ノ

　

・

ノ

　

　

　

＞

　

　

↑

り

机
　
．

虻
【
－
急

め
　
い
、
ミ
　
宙
　
蚤
　
襲
　
液

乾

　

を

　

声

　

を

　

′

）

　

ド

　

の

顛ぼ衷漆であるめにもか匂＼わらず′　七のやに簡単ながら－良め療直と鮭戒を

希ち′　それによって簡閲の亦苛から重々の相賀を凝り入れるようになってい

まう。入ってきた衝撃法認浄関の物蕗ヒ此啓涙取を渡すようになり．茨淘拓

に新しい物象が合成でれあと釘緒に′　倉帯の重電もこ功液粛啓に怒ります。

この操子は　最容隠細め再に象られる親御あ診金武ヒ分野ヒは大倉カ、け散れ

たものではなく．熟練抒容　棒常に象いものなのです。好漁，それらの争法

琵瀞の堪歌ヒ宿亀によって着々の澄亀をセ立ります。ある液轟めやそぼ合成

が合帝より写く温み一　楢では合成より・卦解が嘗かったりします。徽者勿儀を

棄藩は非常に不首鼠で．もらちんこのような密語紐．定時衝で潜えてしまい

表す．これ守：及して前義の稀苺波牒纏いつまでもなくならをいぽかりでなく

大きくなり．うらに分裂をも行うといち畢雫才あるめです」とLlうのがその

大体め啓旨召す・このゴアセ）レタ、十一トの契即でその或魂弘今の観をとくに

注不老金港もので寸が′　葵水痘揖己扱られためはこのようなま奇功基本型ヒ

もしさらべき卿かすでに怒られ電工七という車発毛す，八軒の生命ヒ計する馨

るべ主観良め観ミに張ろう　湊もこのような法令について番えて挽きたいと

いう畝空がわいて束ためを恕じた。

とにかく，人伺蛍宮腰では魯熱恵庭力竜なくバ～カ芦ヅカバのでこの塾命へ

の甥が嶽扮すかて桂一厳々垂洛錦啓を凄さいす着の最大め努力の席
ガ雪転が松温海のだ．

祥轡あ姉さ　ま
苅回生　　位　　換　光　則

古癖さま漆稟私澄夫尊文革覇で岩童心窪尊ヒやらを勉貌それている薬しい

十手尊嘘．私は今各私立☆吾轟凍㊥七草堕になったばかりの泉だて感感もい

けれ監チッAと各蚤の泉じゃとてむも噛さまには㊨＼なわなし、一骨の畜壊注．

これから弘のつまら患い官紀の倭在宅のなたとりながらお嫡さ轟に御意見を

筍います．（某日貰甘．〕廟雷を二義すときの蕗しぼ恕幾．ペす、ツヒすっ票

り官がさめる悠んて，あれは嘘．番って潜ってどんよりしていてそのうちに

記∴ふだん上澄ボ出来てぺっと凝れて確がミめる．帝冶阿仁かしらじらLLl。

毯しいことやし1々な軍部一軒い－象に去乗して々りきれ査し1．覇隠筏哲．㌦

ビム壷差です．私虔車に官鴇がない．象巻◎善意で壌童勿前に座りぽんおり

寧1沖キ十モ　トミ丁ギ・∴・‘一雪i・－、：、い．1・、ん　∫・：・　　予　●・、　一・・



ろ，て毛筆短なんか少しかうんで轟の酎こぢ＼戊って蕃しく患える。きたない

もめが鞠汲ミ絶て裏しいアクセントの温いもめたけが藍き報って竃に写って

く為蕗b。それにしても私心嶺塩ビらしてこうすっきり　しないんでしょう。

富合でもバヤになる。降i：髪の毛ヒ留がし、けなし㌧．矯サ弓巨ヨ塗∴きしてし＼ない。

きのう蓮髄に風穴観蚤め三つめ賭ヰノ　ほんとに賽しいを彗星きしモ留と磯の

毛だった。私意ちょっと療醸していなからいなになり凱しかった仔　ヒもがく

幾に紛うたびにうるおいのあるOL虜になりたいとっ　づ上馬い零す。私が、

こんなっよらない率を餞いながら霧の覇てこそこ竣している軍にお藩ミヨ鴫

のお辣登ミサっカ、中泉しく抱注もつれて薫からスて叫トにべ、ン久を弥けて〇

・　　　　●、JJ　∴、一・、巨　　　　　．　　　．’・一・．・－　　J．　：

巴らしこそう桑しいのでしょう．とし、立より　どうしてそろ葵しくなれるめで

よら少　額患きた落なんか決して綺夢　撃ちい虎に三十倉もして都塵から出

てくるとぽんとに簸しくなっていらっしゃる。渡して教化乾して寒しくなら

れるんじゃない）も彗ヒ賓埠の㌫カ＼カ＼り素し　く塾れ象っ　て嶺てし＼らっし磨る

不亀蚤です．久緩確の葦に庖　覆れば覆る隆史恵す要す酸くなっていく嬢でt

、　　　　　　　　　…　∴1　　　　∴、　・一　、、　　・．一・一．ニ　ー．√・

れ．針芝誉ご㌻んを食べる，繹野お啓三んが賓って舟威牒主しまって諸、いて

・　　　・・．　・　　・　・三・、・　・・＿・・・・・・・亡・・・　　■　・・・

イケゴのみ診ズッペ束に絵珂か新が空っぽになる韓宅．う／すく壊各　くづ去、

ったい傍な慧したがある。イチゴの首慧しゝという歯武あるけ邑そんな感じを

歌っているのか毎。ご嫁んをたべながら財部を見てし　あとむしようと恕行に

出たい漁家に馨りたしゝ急がしてきた，窒濠よさようなら甘　私の象結事象なん

こゝ　寸．．

妻らこうするらちきて重液の好感9　冬日娃爵かご降り　塗うなので施田舟葛さん

にもらった番の牽き鰐代の傘を華っ∵こゆノバ　この参筍女啓きんが櫓綺代に凍

っもしろもの。私は二の次一一ルドブァ、ソシヨンな傘をちょっと樽寛げLに希っ

てゼしくめう腰像の産寒く二人〃ているので＼す。こ長夜傘牽洛って罠　の／下町

を春雲そし、ゝ、k、ニめ歯車からかも¢うがなアコr声オンの音色に金せてシャ

ン　ソンが封えてきませり　息官だン冬ソト観の噂子亀かふり．ピンクの格の凄

い紗の式きく酪し、た感激に寒い鰭レ一・そ有終ん克’凄い手袋をして大空在つば

め払い曙ヨイ二は果しL＼寮　すす　豹を／つけ葛．そ　して欲韓誘済章二′マリのレ　スト

ラ、ンた入って砂くす　卓の轟がド軽く壌昧して外を慮る人の洩れをぼ、んやり漫

々っていちヒ緩かが老っと私め額を叩く牢　シャンソンタ　ーフルヾノ筍　ノfO・：ロー

マ．ナポり，方ヲ′ノ＼．ウィ　ーンノ　シェネ〟プ、、ヒ爵義経転々　して穴ロマンス

lJごて）
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よい．

象の

り＼く

区が
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鋒胃の冒密を詫凄みたい。ああ▲　おかしい′　愚衆爵象．Lと、，鑑泉lて鑑董ぼ汐

と素食を〆泰韓っているだけじ毎ないか，お療きき数枚やっぱり壷だ小森を

寸。たわし1冤いふ陳ですb

人ごみだもまれて鹿妻＜丸亀と番人専売艶におしやノヾ0仁をしてLl表す。、ぎ

ゃ着々．女子轟扱ヒいろめはどうしてこう努ン轟くうるさいムート、なんだろ

う。壊れて夢薮に暮し、た帝を汁にちょっと眞うっlてなり　ヲベラする。皐あ

お経の帝のヒ才等さんが患部最に怠り訝ってなに考か溶ヒ為しかけてきた。

ちょっとづ　ライラしていた弘はツンとしてあまりとりあわず亀から柊に感夢

をメきって薮っていた6　ヒサ暮雲ん経ちょっとだ威せうな濠をして乳帝らへ希

ってしまった。ヒヤ孝三んゴメンな惑い．姐は番い幕鍵蘭を奇です。頃合官

軍か轟槽を河の賽もない賓妾に曹しつけ竃もんて，貴せの潜がどんなにせら

しLI二ヒか，変く患披静みたいで塗れ癒え㌦ろ女らし至で〆ぼしもど†敏と薦

ぎ姦藩主ノ藍　うしだ　ヒいろだけで鼠紆そんなに親しそ　してあげているわけでも

ちら、めにヒ骨子さんの肴で総私のこ　とを「あたしめ一番の凍寒です」なんて

旨に養っていろざ褒Ll鱗茎端です。あなたゐ寿がどれ漁法寮直で蚤らしく文

でらしLiニとが。お靡き孟諒恕今冒また毎分のつきらない感嫁の産封を人に

三で渾しつけてし箸いま　した。容儀そんなら済してそんなこと　をさらないで

しぶうね，峯総数首寄せでサ・それに私は老スヰヤーとし、うかが一斉ヒいう

萎、そんなも感電ヒリすぎ威せ。奉尊にきずなのどから燈家宣二転も．r官命法

ポーズ・女峰リサきてポー詮に引モずら凱ている喧っきめ総身竜めだ。J　なん

て言って二親が丈がつのポ′一斉なのだから裁板ぶち凝れ人毛や　私庵いっから

こん各に怠ってレ威ったのでしょろ。でも主Gでぱっくづ　t r葛嘉になりたしl

衰藍に各日たい」k煎ってLはん昏耳、奉をんカ、詫むの止めてし轟え，観念

だ汁の鐘盛で．薄青味な′　裔蚤も卓¢細ったか惹日毎んて教務に温する昏　々

れ主著に首粛凍寒いめ′　もっと人垣に濠象敏になればいいめ′　密各には対象

ぽあるの広うめってしき　りに考えた日野んだりして＝奄象だがレよ也んあ1ま

えさ熱藩だ妹さ，智弁苦可豪がつて野めているだけなんだ．誉れから′　すい

愚哲多を竜いめ、ぶっています。あ）いやだ．い冷た∴

謡に蕊あま鼻）恵疎があると経基えない硬膏から詔乾されて帝箔につく、患

縁家を替りてたん首のあぜ適をあそ嗜めると患者に楓っとする。大盤首し＼い．

之芝等カモ歩いていると蟹かポ啓空になってきます。諒彗豪磯をロす’ご感患

者ら歩いている．峯孝子ヒいう人必声．弘大溶きです．み墳ゴんの費も於し

て套てたるふじや－ないけ藍照査に絵鰻磨かないま也ん。輿嚢キヨヒ曹いろ水

成一㌧ぎYン草ミンロー〝　という敢あれもちょっと傲免責いけと衷すき怠んこ套＿

′．・・Jノ
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各日絵ダ鹿が絡濠です，タカ料紙ピンクを。タだかも喝の軒に溶けてノ　にじ

人や．増のたあにもやが、こんなに凍しいピンク色になったんでし　ょう．そめ

ピンクのも彩がゆらぬら漁れて，審立ちの潮にもそっていったり，洛功上を

歩＝たり革寮を麿で、たり，そろUて私のからだをふんわりと好んでしまい鼓

す。私め紫の毛め一塵一本真否ピンクの光はそっと磯かに媛らして／竣して

●　硬しく漆でてくれ表す．ともかくこの堅隠美しい。この右変には，私う怠れ

て紹いjあて濃を下がたい気がしま寸。私昔かなんと量蓄えず孝せです．「み

んなを威したLl。すべて即し＼くおしい」と硬が出そろをくらい篤い急した．

こんな象希がするとき私彊＝廿からゴ≒ヂンなんです．そっと尊にうわってみ

ました。私絵美しく痘きたいと番います。かえ為がこ広敦の前に出てき表し

た。〆甚はあの足音を卸し｝て寸々てこトガンヒ水に凝び込み鼓した．もち一匹

芸呼か．しばらく孝吉トンとしてし、畠したが一　兎にとび、こんだガエルの水膏

を厨いてあわそこ綾を盛って藤ず盗みました．このちよゥと覇のぬかたわェ

】レうん河だカ＼弘みたいに貰えて河で、ホノボノヒ笑ウてしきし、尊した．お・噴さ

ん．弘は◆素直ないい談になり書す。どうか今舌で象り可硬部つて下さい．せ

えさせて下さい．大人め私好み締まんを藤に鴇壊塘するが毒しれなし＼けれど

心床の私法お帝王んにぶら下って唱えたいんで・寸や　そして凍ノ寸ごノ1生きたい

んです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（泉）

（観絶，嘆の兎蕗は義と嫌が一人でフいるだけてこの文章老着くlこあたって

さして参考になちものは患いんですが．争点ぢ一寸子爵蚤になったつもりで・．

恵みもむくままに者そっちねさした．盆車からはかなリーう「子爵姐になりき

れた嫁青菜がしてし日豪す．僕冷えも葡竜賢いので、，熱意識のうちと「美観で

膿しく　しっかりしたか姉さんがあったらなあ」という萄狩か確かに扱いてい

る線で番えを欝じ麻殻せん．）

編集部館介
4回蜜　や東経焙、恐山晶繋

鮭漁兇則．輝認　瑠

j打隻　平岡真二．Jj＼索、常州

ス固唾　上野　屠，錬金牌紳

ノ武生　最沃次畢′　下前悶着

平原正真

牽◆　間　色尊敬浄

原葡募集
好番彩嘉　垣南口覆しこ　ちらからテ

ーマを褒すること竜あり）

将　　東　館足の教務宵紙【浄寅を

軌二舞って下ミレ1．
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笥　学筆塵談鼻
音　一合　多可ばね柾ガしいところお寒けいただき、ちようど∫時に固くこ

とが広東、駿んYに宿故とやぎぎい尋した。

きろそろお缶訃もすいている廓やすが／痢渾ほどそ燈りたいと思い

召すので、どうぞ繋衆にお顔ふし下さい。

まずお顔は希鬼しているのやす於、野ためて簡単を骨g帝舟をお感

い致します。

緻　　　　淡は魯滴から承要した陳軽量ヒ申し彗嶺　これで日本に醸す首に

葺年宵下す。どらでよろしく塞昇11致し彗亀

サ　ム　私インド末シイねら来者し象ム八マヅぎ㌦サムザムと申します。

腺さんと村法額級兆啓の3回痩ですので．どうぞ協さんよろしく。

壬　　　　払線古希から来電したも夜風と申します。昨年／♂持参封粛焚き

に帝諺乾として来て．与等濾壌化学科にゝ啓しました。

トキ1イン　忍ばベトナムから未恵したず’ゥズ・タン・トう7ふ巧ンです、断線

比嘗めノ薗法です。

タ　　ム　模超フタンミ　ンダム恒す．iベトナムから東或レた。錘年の3日甘

本か呆てから．ちよう等

有　　金　どらも董リザとろご

たわけを寸が．どら

ず　　ム　ヒくtて首泰汝

レ
一
．

庭

ノ計になります．

い威した，それではをさん田本へ欝ぎされ

官界甘
＼

t

あで
＼

落葉

あ、Uでんからもいろいや

官　　金　あじ三人が日本にも、ち

ず　　ム・おじさんは戦前に質感

表した∴

J
J

盛
　
■
準

藍は1れ竜したか．

あ
　
い
　
か

も

　

て

　

す

項
　
い
　
や

牒
轟
纏

て喪に尊
1

大－†
打

〓
′違 疲らないし．それに隣の・

誌したから．

いました。それで冒あを選び

鐘　　　どうして官本へ泉たのかhぅことはあまt衰えてい良いのです

がノ　ー煎冒恕め化学、隊塵 為れ、
わ

好で
：」嵐・盟首 よ　うに発匿しているし

尊者硬の象は痴濱の工藤を持てていたけ夏木務め捻二九双上の農承

敏者えられないし′　こ丸から　化野固誰は大いに発承すると思い豪

すがら′　官本の額諌化学科を

一或私法レーヨン会社にノ隼

山
は
－
1
′
．
ほ
て

なr威した。

乞務めてLlた粛照で，繍鮭のことに

貰呼号感じはじめ　また冒竜や演客は呼寓の湊尊と同じだレ・日本

くク，）



藷皆少しわかりやすuよろでしとめで∴

卜を工ベン　最初はた皆外宮へ行きたかっただけで軒も患え疫抜んでしたヶ葛

泰へ来てから．首息の顔盤が窟右gっためで，感鮭大学へ入しトたし、

二一一　　　会

トウ工バ　ン

寄　　　金

トウニLベ　ン

吉J　　　会

しウェイ　ン

ダ　　　ム

ヒ驚いました．

軍塞語はどこで召いましたか。

濠領で、す．

ど　のくらい啓ば、れまし　たか．

まだ‘カ宵くらいしかりむってい呑吐んp

冒謹めえ争ヒか．凍寒など磨りますか。

いとまだはっ竜りと各り款せん．否も豪渚から釘いたりして

轟敦を孝養してからせコェニバーシデイ　人入れ議すが。タ外野へ

曾くことが出家ますから一　そのうえ鹿の　いろんな二と電着がたいか

ら′　及紡柊プテンスへ抒ころ・とし巴のですが．牽いし，曹渾宅垂ら

ので」同じフジアの日本を壁びました．

軍　　食　客士人の藷を聞いてLlますと．沖はり覇じ東洋ヒいうことで習脛

寄集にも焚適温があり．また箇織をおろ与として′　甘水を蛍げ，ニ

晩の大唇を慶ばれたと滞、し上告すけど，番頭の穴落ヒレて柱間＝二本尊宅、

けそぼないと思いますけど′　何故あ尊を選ばれましたか．

慮硝大草総督草生を受け入れ達也んし．愛工大ぼあまりよくをい

ヒ会われていましたから′覇は轟けず′　二新放せして農工大ヒノ　本

尊を象牙まし　たが．京都工墓跡韓大学撞晦■姓の大挙ヒレて注百本で

′番寸それているとLlわ弟ていませからこちらと稟議レた．

ダ　　ム　輿も摩亀大音とこっ琴＝ナ孟したが＿　密亀法ふさい町ですし．濠郡

のほらがいいから

町　　会　それで娃日本の啓牡と，皆モカの記囲功尊温ヒの度し＼については

ピモトごすか．

ダ　　ふ　きぞ日本八来てからほん切目いじですからよく分り衰せんが．百本

の大智首牽摘＼ら年毎垂であり一　それに萱戊膵閣議で短かいさろです．

咲たちでは　畳め掃海かズ静間くらいありj竜す．

封　　金　壁の階覇は客車ですりとノ　贋寮藤樹の濠いめぽこ⑳大学ヱらいて

級

寸。

それでは釈さんとちですか，

老巧ですね，厳の考えはきちがっこいるかもしれ鍾也んけeJ　と

にかくノ′ヱ河娃はだしl孜、ん漣啓じゃなし1韓官まで・ならぬまれていま

r2‘）

F

．

．

巨

r

F

ト

L

r

i

こ

■

F

．

－

■

…

、

1

．

■

、

－

．

1

．

ト

ー

、

1

、

、

．

：

．

．

．

「

．

F

l

L

．

、

．

．

、

　

．

、

二

　

　

　

　

　

　

、

．

㌘

艶
を：、

㌫¶

■

■

　

　

　

一

‘

一
　
　
一
■

一

事

　

　

　

一

l



二．日

）たい

東都

さては

百本

です．

らいて

塗J　ヒ

ていま

・ト・．　‥・一・・・∴・・　　　∴　　　　・・・・　、七・．・・、で　　　二・∴・．、

です．〟固唾になったら孝治で絃しいから添爵溶門級儀に対して葱

鼠するの結／琴ヒ少　しもかなバのですみ　僕慮鬱草生ヒしてわざわざ

日本へ来ため電大いに打水の頚指をならいたしiヒ怒っています，そ

れだからノ年固め放密をならっこも，だ諭豹には合っているかもし

れないけ髪ノ　契際約に塩分っているのか已うか食らないと落います、

も：ラ√つは許容治療感化尊都築尊して工藤も多いが′　檻職の工港セ

しては一敏的に温容させ左いのです。漣儀をならって毛芙際にやら

古いと．滞ってから紺も出演ないのです。庚必着えでは′　浸き噺鮭

が爵啓塗に射して円をむらいてい革めなら．やはり紀勢工藤も－義

持をむらいて寛容させるようにしたらよい七潰しlます。

冬冒奉の把級の硬衛はLiUと落ちのですが，営ちしてそれ愛艇笥！て

教えないのでし　ょうか。

看　　会　いカそれ温とこの軒に杏もあることです。アメリカにしてもイギ

リスにしても▲　牝の宅んな工責蘭でも′　蟹含め厨で河港した寒帯は

その一歩盛んだところまで蚤座しないかぎリ．鱒の匡＝二教えおしもと

いう二ヒなんですや

す　　ム　日本に煮てからノ　いろいろな啓生の行動を鷺て彗たけだ一　褒歳出

煮ないことが匪くさんあります。たとえば、Llろん怒ことで授柴飲賓、

をやっているとかノ　デモをやるヒガ‥－克ちろん贋ヒしてはデモは

反対しないけど．炭素に関するデモは絶対に欒或でき竜也ん。また

工ケケ、ソトの哲にみいてもも▼らろん日本とあちらの生洛ヒ破産うけ

ゼ′　あちらでは草薮へ乗ると会サンダルなどはいてくるの法いけな

いし．

赦礫でもはいてもしね。で、もこれは日本の蕃管だからしかたず、な

いと貰います・

尋　　奄　いろいろと帝し1軒もうかれ藷したが一　番写生の入電∴　8本八寒る

とか舷の河へ行く馬食　－ぬ或穀がある壁㌣すか。

眞　　　　頭骨だぅたらありますが．私費の落合は膏苺だす。

王　　　　台藩で拾密教があり藷す。一応水車魚もJやスすれば何人でも行け

毒寸が．

⊇　　金　日本へ来て鳶で感じられたこと．ます’百恵人についてはとうです

か．

最　　　　上ヰケ＼ソトがケしないk貰います。それによっはやらいが多いとい

（方）



ろことです．阿東’結盟ん夏ん上るけど，やはり壕乾しているから・

鞄が確符に出かすたりするの藍と悪い蜜す、

ザ　　ム　ストラ　バモガ多いです。

村　　会　ストライ竜が多いということ織eういろことだと慰Ll専すか㌧

級　　　　際の裔えで綻．皆薗だから．ストラバキが選書葛の邑ヒ貰います

乗盈可でもどこの萄でもだいたいストラぺキ官や玖ぼ．哲があぶ、な

いや＼ら坤らないのだと番います．

前　　金　トウ工1ン∵Lんどうですか．

トウェスン　名の知っている人は法認訂モすけモノ　ロ乾けとか．忙からとかほ

んとに分らないで、す．

際　　　　それから日本法スゝテイセ管かが診疫っていをようだけど′　塗の

ガを應顔の方に如けたらいりんじおないか呑・痘路はあ度しLよく・な

い汁もあるし．婆九に楚鋸凝帝に水洗観汗がない沖があるとはびっ

くりしました，また．打率めせ姓は．とくに感教生そらLlでは歌手

が出ると′　下できキーきゃ一と窺いでいる，あれは才一ロッげの憩

い埼啓だ汁を受け入れたよろでよくないと滞い議す．

常数は意だいいと懲らけど，

ト工エ　ソ　私は日本のせ隊は賂悪ですけど一　胃隆はあまり血専一か夏（い

陳　　　之うそす－8本は紳純一か如才　ですね。来聴の苛政は衰

ガム‘専一卿ですけ芭痘噂してしまうと紳伽一新謡に
電っち坤うに貰います．下宙のおじでん．おばモんを菟ているとよ

く命ります．

司　　会　この度∈少し酪農を変えて．今ベトナムとかベンド風シフな忘軒

筍亀がおきていますが′　登かめ国主てついてビラも者えで・すか。

ガ　　ム　そうですお．訂本の野間に書いてあることは一朝奇策轡かあり或

すね．壌娃バンドネシ了の晋諺吐め曳最をやってしト注すから′　いろ

いろ盤格をとっていますが．それです泰の新野に尊いてあること．

たとえ絆スガ7レノさんのことにして：も．凍奨めここでも穐ヒんど

ヨ太め討常！て書いてあることは鮭．dようです．

重　　患　ベトナムのぼろはどうですか．

グ　　ム　や法り′　打水の新軒で摸童のことと巻いてある療各．あまり．異

変やば古いです。す太ぺはあ或　贋塵のことを縛らないのです．日

永人ボベトナムへ来て．し－ろんな写真　か弱単を額逢し薮寸が．そ

（スぎ）

言う

■　　　　　　　　　　　　　　＿．．　　＿二二二＿≦こ　＿　＿・．＿・．・．・．・．・．＿＿【二＿＿＿二∩＿‾，　－＿．．二一二－　1二　　　　　　　　一　‾　　‾　　‾　‾‾
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野

玖は戦孝やゐことだから，あまり客間也藻、ません。誌かえらい人の

富寮を斬いて儀碍してしまろより　しかたがないから親密がおきる吟

だヒ認Llます．

可　　姦　蘇原などぞ官命の囲めことを東リ′　脇の得色－血塊　をとにかかるこ

トクエj　ン

重　　　患

靡
　
考
　
蒙
　
　
考
　
薇

とはありませんか。

もちろん燈りたLlです。

キンせん娃協う轟く胃泰に看られる改ですが．麓軽ではどうで寸

か．

もちろん囁ijたいです。

金＼　凰んなとき建ビラしますカ＼．

淘絞り包含が二　なんのために軍容へ慈ていものかを考えおら等親

レなけれぼ

金　それで捻甘泰入寮て一爵留ったこと囁衝もi／り長与せ㌧

ま

lウエj　ン

デ　　　∠ゝ

留ったニビ絃百本の触感がどんとん上る±とでッ　ゝ　硬式披Uあ泉

たときや、ら比べて草食以上上っています♂　噂らがを巨奉で　一一海してい

る資財そ．香港では－象教が十命恕してめけます．

々はり壱棄ボ隠じなしミとしもちニヒです∴

靡鷺で海産の専らことがはっきり食らないニヒです∴

車は0－母野るのぼ菖寒でヰ曾腰糞でも化浮，敬啓はいいけだ

暫尊▲　倫髪な監倉らないヨまにも単位をとらねばならないというニ

ヒです．

そらいう料哲汝レポ㌧∴もで■シいいチビ．Liくら轟いて宅‘いすツ　し

かないということそす．軒数鶉腋ヒん琶観んでく離ないから首と敵

う7言。

召　　会　それでは覇綾に輝回されてからどのようなお毎で産まれますか

艦　　　　軋餅工爆ぜ発塵していなくてもやはリノ　毎分で毘年商′　汗と津で

夢んで彗たことだから，￥九を汝かして哲倉重野濁してゆかねばな

らないヒ遭っています。

官　　金　凄い軋　たい＜人茶レくすまで也ていただ、きほんとに常務らござ

いました。各線ヒ毛皆さん転封の威鯨が乾蔵でれるニヒを離して

王らに賓義フてもらいたし咤温い普す。私意宅食らない泉．困窮在

ことに宙した藩命に軋　尊亡んで哲さん¢薯ヒなって妙かたらと蘇

っています，そ鉱では多亘のi痙我奏法この鑑で鰐ら也でいただきオ

す。ほんとにお放しL車を轡七三ん額縁再だぎいました。

（jPj
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後　　　　　　　家．

去る亙胃えよ竃療大坂を薮えか人の亡熱雷導姓を輩空．C盈αi九の董鮭で牽

まあ黍行なわれ．それを夜番したもめですが′　緻密の者省令で金都を蒐座すろ

二王1ド由東電かつたことは温くあ、詑び申し上が彦す。箇蓼鮭¢皆さんに娃意

訳怒い田本尊で′　毎分の罷覚を早産に麗ぺていたどや．廃寮葡賓〝軋　二の

よ慈磯公をもつことが出豪たことに感謝祭しております。

嬢　　乱

虹尊の争蟄妬め

i私らネって辞産め碑に

密塵を聞いていると

常絵黍が嫁の入婆に欝Ll祭る

戚　　デ　　弘　　毅

畳め患館　廉め密室変

貌直も豪わ法、賊将の空車に浄ぎないのだが

渡杷した衆の落激は蚤の攻三相を

層に登して濠泥する．

た、ボ将外一関の畝泥を陣中よ．リ池出し

それを瀦賂めく多額で蒋凌せんとする鳶虫こ

バクシ璃ンのき泉を屠れぬこと於定だ、

匪珠

あ、　ならばいっセ沌りマイ　ヤー　日産の帝念で

巡る東帝l打に活を象し

果せと賓登れ衝解し竿永常たらと諾うのiて

う
㌣∵
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詩顎の習い蟄
細　恵　脅　魯

末る吉日†日（官）に借家舷穿豹河港灸「感化象」滅びに鶴姪叱孝対を獲

象の大破による感鹿北尊厳整容ゐ交歓森ぼ河めて催された。これ絵、血ねて

より覇者の大学寓ば発足し・学部産各河岸も夜に泉乱　撃尋常の新薬ヱ車に

着手、感亀学部の彩乾1ま．藤却ダ3葦諺に質癒されるととに内患していると

教室で感奮番数牽ぼ定考慮嘗ざれ．礫臣に彊密蘭工永よ　藤田謹直厳密戎最

盛され，盛年のスタッフの紫野も縛をわれた。この帝に替り、更々ヒ薇準も

ェ　あ臥　また率資藍にとってば凝いぬ車に．贋鬼の轟に．表に薯を敵い裏して

疲麓三寒しむのも」考孤と雇い、岡癒金の形式客多感濾緒に蟄凍りのス好一

ザ芝曙把ヒした薗遊金厳戒で、し漁もめったに眉墨この観客多攣ソズ！こ、家

裁生芝も渡じ克て、磯牽草野のグランドノ帝や酵々しく常謎したや

暑首行なったズポー明言，ソフトボール，評式および数式テニス，ピンが

ゝ．、ノヾレ′ガール∴乳藍．密藤や、呼ぶもテニスコート経歴竃鞠蘭、惑た．

Vプトがノル軍法．感鹿北轡教嚢賓客ヒ女子卒寮生プラス友教生の或各ば乗

ものであった。尚，贋廃藩の方建感化灸が「オし」「うどん」「ぜ定ぎい」

亘．箭斉しだスキー軒好各ば「ビ㌔ル」「おでん」rゞェーズ」「ア矛ズク

増ノム」などを出して、顔′♂浄よ　ガ署∫播磨で　境線鬼等番の尭生者度

とェど金浜，卒寮監プラス家孜酎ノダ♂労、蕊叔狙約3β磨くこれぼ少々さ

がいl者だっ乞）が大いに泉九、飲み、金いして威厳に緒言温した。

き啓の会凛親密の衛上皮曹：－

一着夢魔拶申し上げます．本官は鰯詔〟′琴茨の私感僅象温かに養親象を

濃藍いたしましたところ、かくも多数都だ薄の続に落しまして、香儀小河顔

に穐がに者じます，線に，櫛多広中のところ、彗げて甜嘉帝磨きました常本

尊儀雲．鮪新森顔の覚監首、衣笠河慈会蘭会膚、それに茶学部敬庚の方々も

要や　響貫媚零琶挽き蓼奨一河をげ靡いたしまして尊く郵札申しあげ彗す。

義だ金も年々凛々そのゐ着叔ば館寵の一途をたどり、㊨ど♂β為にも逢し

ます慧す芸大になって参りますこと喧卿珂顔の次琴やあります。コ紆し恭し、

電鈴考面．￥の登竜や帝等の常巌治．誉れに錠ってむっ冬しく　をフて安まし

た．そこで今日ぼ例年の剋啓での認速急をやめ、鹿茸藍尊者や、二、三の好

饗鬱富がループの応援を徳彦して、本日ここと準備しましたよう巨財患金野

－、戒め嘉島貴賓と試みた冴客でありまれ

くJ／）



また事　樽に磯漫学部で裾線しました憂慮由．礪暦灯のとおり、玖ねてより

蒸寮の入学艶修士コース東丁療詐∂♂弓より発足いたしました〝また、命名

町田教贋より韓厨なお話を湧け凝ります餌、感働学部の静観ぜ栗東蕗の豪に

寒波されることに碍乾しておりまして、お檻しい象夢の葛礫の将に庄　凰し

め草野も．ある出身今野悪魔膠めになる方もおいでかと夢うとめでありまれ

深雪二歩金成教硬膏の教箆艶余とも乗場させて鱗雲ました。射ち．本年5冒

東をもってめやたく足年波嘗されました繁患叡轡め應蔭に癌．わ媒威プ予ス

ケ＼ゾアズ威型の牽一入眉であり彗ず暴露蓼轡をお鼠か1たし　そ机＝盤えて

節孝に1吉家凝大留まj）筋教資として寮禾t費鷹番牽象髭星空もお皿えし、蜜

蜃化学教温ま、産の絵本・多抒詞恕寮の顧慈悲ヒ象わ疫，㌦嫁に怒翳し空し

と二と結　わプ？＿われ感感把寧厳重嘉夢牽㌦喝　薮こ敬しく存じ要す。盈葛さ

旺きし平壌轟教華に漂参螢ヒ竃頗億瀞の蚤を荒ゝ訝り軍しあげますぅ　㌦ぎモ　詔

意鑑の乾生かこぼ．われわれ率穿乾け覇とも傷めてよろしく細腰尊下さいま

すようお碧い申しあげ表す、われわれも富豪藩才の肇ガをいたし．お琴払い

いたす番えでござ圭ますり　寒礫藍ゾ筒になり揺りましてお膚いいたす次多言

ござLt護れ－

さて、粂質の車線首に癌，こめような落差こ曽リ塵斉誇潜もあり慧Lようし

また各節、膚長，変輩、腰に産衣老碍慈畠蘭j金環もお貰えになって怠ります

し　▼轡に．産凍聖顔男ら悪党肇の覇慈蜜鞄、華に密教につiiてのこと狂ど．

茸蚤隼を教え耳、Uに靡鰭しているようで万㊨診，げみともニβ飯森に廃寮考

藩に牽万とお為し下さることを腰希いたし要すQ

T夢、懲牽紘撃教室の河東の湊の吃音瀦蘭やす¢　どうぎあちらの昔へも芝

芝のぼしてみて下きい。そして畠定で　老生箋学生もみんな㌦雷となって、こ

の野軍虎の7、－才ヨンド軍営球を凝って、象寮の妾と号泣も檎碑にお産乙1ご下

さいへ　お蘭恋すけば、おすし七うど乙も瑠蒸しております。感悪飽けば、ビ

バいきゞコL㌦ズも軍港してお†）ませ。とに払く今日一首を観嶺侶こ大いに寮

●しくで、沓希の敵い藍の－ヾ㌦ゞに魯ることと靡帝いたしており慧す。

憲勘ニー責、本金に）とよく都華労瑚靡膚下さいました本琴聯亙ぎ琴鹿・奉

発生の壌い．r五首灸」および香登ヒェッデ遭鼓のため拶ガされてし、る「ズ

薫〆同好姦Jの尊卑に黍魔を摺り尊く櫛乳申しあげます℡

ありげとうございました。　あわi）

このよう母線LはJ塵落蘭をよく穀討した上巻曙紆常威せるニヒ恵太いに

萄琶務と啓うば－　これぼただ牽嘉のみだろうか、

（ブノ）
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繊鼻酎ヒ学教室

線番交歓各について 盛花森々貴

公　太　巻好一

奴が賓まぐれ堅殊に鉱るとき、あるいは輝久を産婆手鑑の轟倭や教条を賓

け弘1．て　費のむくままに費み麗し寮しい終い虞にふける寄膚に留ったの戒

厳官項かわであろうか。

粛啓や潟轡琢華駒村にぽこの液恕葛贋ばを玖ったように轟う。セガ虜建、

都崖培（珠庭のグラブ幣制）に熱中するあまり、まだ哀番の孝養のすずめ毒

矢覇の新家人選互歩むぬながら琵え一首冥空の落選感に衡れていにように麗らす

大挙！二入って覚ま藷宮下密生番えするようにきり￥九までの秦野建海と惑

首都の承麿になってレ人で裏取をすることが多くなゥた。慈し薦孝の程も日ご

と京㌍トソ手に入れ思考牽領車の署牽愛敬の勘二次朗の衆しい歌があった。婆

して受尊の涙を奨しい渓艶の皆ヒリ、支尊寮のと巷．冥深い覇薮の帝で患い

液晶せるのか山行の寮しみの｝つとなった。

凝固甘夏の硬・およびその蜜凌

辱さす蔽野ゆき藤野痴き野卑は威すb素裸細蘇る　　　～

額、のにほへる格を摩くくあ転ば入寮ゆえにわれ温め浴も

二　二・∴・∴二　二・第．●へ一貫、～、・・．、、　ニ李．i．、J j一二・■、三ト　一・、・上　、‥・く・’■′　・

いわれ考を密の曳く巻線この蚤璧姓名くダ㌦ブに腐して轟く腫らされてL撒

亙ったう尊敬盈透して思索一　望濠の勝村をしのんだことがあったち

参考常務温度蕗ぜこの歌の象登の簿境野を素登に遷幸j感け、藩法泉の藍訂

轡麿｝一膝にあがっている。きた各卸こきるとよく鷹明珍デ鞄の療蔓の薮に轟

鹿した。鷹濁す董療りで番って行っ芝草療㌦粛軍につけず、壌覚に粟かけた

炉心重雄－ゴ怨リして量り、凛もとしはぼ文学尊や哲費であった。ランガ叶、

嘉㍉一ドし－ル、㌢‖レ汀、へヅ老尊め制酸も熟んだ戒賽って宙濱で，壕も喪し

各フたの侍三筋渡潜の藩の隆（磯蟄鷹）という爵蕪で謬うった。

濾

あ宙蹄に坐っていた（申密）

私ぼ磨えた。ここにこうしこ轟㍍怒るとす急洩らには、ここ思わ艶めら放

るあの山々のふとした一つの皐の馬券にもこことあく掃じ源なかさを療尽

あるだろう。これ尊の蝉の戴っカバこも繁雄硬さ、埠迦蚤が塵ん等いるだ番

う℡　ここにも払ば生っている～　￥して髭は澄もとに艶々と疾い短留い瓜さ

官尊範を醜めながら 一　一　」

（JJ〕



これ饗の新鮮紆象蔵に堵しそれに暴かれて法泉乱数′　溶煎席末考の老し、考

人嵐を却つ七。

考繚学生娃滋は後々に潮いの亀婆しい呼に入って行った匂ご、奉牽する緒に

なるとその夜肴も竣泉登‖こ訝ったハ奉牽顔一寒天草野厳拳ぼ磯より私墟注i

應騎士をヒして潜琴に入隊した．旗薇饗の奄衝撃教での割線車本乏褒むこと

掛顔さ九藷訪った甘こっそり帝ち込ん竃、野感冒泉象の外れの海辺で薦んだ

本があった。放りし胃の賓寿萄人渡、淀君寵囁魚牽、海草に顧えていた帝で

もありむさぼる礫に教塵も希盈して敢為牽けこいた求、矢張り始に屠ってい

るの富田奉の歌であって申圏の努を蜜南東象るに結束だ摺粗密寒い　教い線を

素宜■した。

夢前甲漆、激しい実験考に背け産れた薙、せの申悪苛烈になれば恵畠魚領

承にをぐさめられることか多くなった．葱蹄義人の轟嚢舞紗もその中の一つ

やあiJ、珍、鱒り髭して栗杏も発け払われた療常を断て争隆且吸の沼忽鑑の

日々が窟い庄；される。

葺の姿

J　．六、、L、、∴∴1．‥．．一十　　　　・

叛昏音吐翠の－官の密で、象1ま努至滋げ篤い滴更の蕗を番につける一‥一

絆し‖まみじめ覆乾狛こ獲り蟹ぜ轟けた腰に凝滞に希って来たも　厳濱する索毛

豊くその者達恵l＼鮭大草に寒褒った。そして婿筍の嵐旛芝の森れて、よくむ

や漁家に衰カ＼けたゎ　ある蒔田蚤に登り濱野温泉で読んだ度盛に

尼は辞儀の上に蒸らて蒸茶番‥一一一

と奮う申圏の町蛙の醇を夜んだ¢　準麿の缶も観した人の負も忘れてし彗つた

が∴一一。これは売人に巌いだ藩いす健の帝石婆の轟養い声席背部k糸に戚お

られる。これを磯炭として古川孝次蘭の轡我する車回の詩に層寮南洋の洛専

商い演舞鮮野け入れられる橡になったのも一つの轟かである。

好演由惑い虜芭Ⅳ昔風委あさって密み感け忠万寮賓より由参集、薪由多尊

つ牽葛に溺れモ啓能磯の首に恕式部敗れるの由一漆どうしたことであろうも

ダされば野おの款溺晋にしみて魔鳴く魯り寒埠の堅

（キ威舟歌凛　靡頑）

顛都に蕃く住みつき玉顔帝好の頻り蚤に怒らで贈らず塀れ親しんだ為仇、

きたいよいよ私にも葱いがしのZyよって寒恵のぜらち本、これも鹿茸がきい．

嫁君の番えに応じた希歌を壊し虫しては条しんで行きたいと賂っている。

（潔）′
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育ち行く味わい
四回生　定田　美樹手

口・・一一【ヒ評の土で漁巻き束三方かリ、人草曽疇生協で貰った、新し

間卑官を適えて　求世ギ汀になってい為。柄Fか知らめ就．業払

シミかし静立ち．，磨って為拓のない欠如漁家してし＼為。一百一膏も

ま、して来た東鹿い竜、あと三尊首余り／で終ってしまう。増えな泉夜

船が、逮套三年間を振返女ら塗てしまうのです。

就くしまってトる妙詔をt　冤て巌じ竃拳しか知らなかった駄本　年

産L、泉の藤の射こ密事を取入れ　育て．竜泉を嫁からようになつ

こその線審彷t膠らす滞りてい風塵に旦草を臆を親に並あては孝束

ね、了粛曹療ヒし、う竜のか　五線緒のとです＞ス官署オダ官ダ、ざグ

ヒレ　覇各の覇ヒいう鴇多をぼ農とする靡く　尋嵐というものが．

ガ．好摩が’あってこそ倣亙ってト為ごとく．叉細暴乞いうもめ武一

の轡を督欝ヒした茶堅．養暴ヒ人力働きという顔をガ唇もす養ま細く

If形なくしでし　貯あかすガ　とでも言うのでしよられ

鴎盈～一花に．若き厳寒か．轟濃を〝夫人の著書ごとl’と　き丸穀の蛋

腐漆を寮する私は　激しさと岡崎ヒ　少々及礎を暴いた次隼です。

イヤマン渚の超正を攫姐や　ダニから生者奴るガ属¢押しに綾一　線

塗象癒し、ませ就＼竣¢ような塞きに　礫と、疲わしゝ怒ひ与る¢奴磨け

クです。毎しろ私ぼ．艶顔色或えた老いた轟検車の一書を，若き寛

鹿嬉あるぐらいに終っている密ビ彰も、入団やせから＿　私の均の夏着

か，ビラか巌わしいもので、耳如、天啓を濱のメタ〆下を一　挙凄琴で

の・衛茶に播いているぬ蛍・増して人に閻じくじ為如汽トを声の

いものです。　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　ノ

東砂もの打．浸れ左庇える人々の確に，確かに形式／葛儒い　矛鳥藩’

で慨　をして、東衆の音素軋　官かく巧れらに箕膏を尽すようですユ

点準骨磨指紋貴賓なめです武、、酎二褒芽の那く　留倉の束奇癖締め

で、いるのもどうかと竃ひます伊

．密菟†ニおけ局番を尊ぶメあ率1こ　伺武官寒々凍務の貌革だ、から礪

三動線轟々の藤森鼠射＼らどうの、観洩一一一－の牽番したもので一一

の強者濠欝式廃iこ卑っ’てL＼カネが、あったところでl哲人をも逆に尋言

（よ⇒

伸一山∴



、●．　　■二・、、＼・一・　　　、．　　　、　∴　　∴・　、∴・■、．．．ト．・：・こ＼

に訝えたいものですゥ　孝二に、正しい忽ち泉での観戦もIj、兇浮なりが、観象す

羞というわけですク

解凍には　恭蔓貯膠雇であり．をの廉象にあった温泉ヒ八九ダ尊です。考

えぢ壕額に　はじめて威床のづきっめた茶適量ヾ「該、リ立っもめなのでしょうか

ヒこうが、産藤珍菓のノーつに敦リ下った牽鹿で沼　それらの郭命題が　ノヾラノヾ

ラに－磨額づ、けら来ている夢＼ら、賓に茶碗壊な！箸ビ滞頑なも功になってしまう

，　‥：、一・一　∫、　、、’－　●．一・　一●　二；、；　、一、一．：▼；六　三．・

カ各人が、どこに展ガ磯雄を選べ、まうと、塗れこ効かされ耳に．恕爵そのも

、一　　二∴、一・　j　・　ト・　、　・　　　　：ヾ∴＼∴－．　㌻・、や．・・、

重し＼∂かわか㌧るよすですク

東森湾　嚢凍衆開音と1ヒ竜うヰ息を触らす　控の摩易々のもβを滞って蜜

ししのでづも　今滝部珠ヒ奮うY、準に祭壇力濱や遜り、静厳です　さされ乙、

利払本人に了灯は・乳∵断ニー生きノ　蚤を寒暑㌻二乗わって凍た人でオク　だ、から

鬼窪の華人7ことって　竣謹凍蚤や、鞄？ニ旛埴生汲じて、あたりまえ叔たし＼な

・・　　　・ゝ　、　、＼・一日・・、．、・・．・、　・・　ご：・．こ　　　　；二　　号

軋し、い　あの鵜の畜準急の閏かい恵良生きさせる憂げのガを覇ってい考す。

、・．・　－　　　　　　　　　　　　　　；・、　ヾ目玉　　、・：・一・†、・・一　一・も、∫・・＼：

・一、・・・・　一　　一　　ミ・一・＼・　．　こ‾∴、・：．●喜、ミ、∴彗・より．－；∴・

爆風に対する氾＼の固まりみたし、なものですク

現代に安まれた私連ね　遼東の茶人に慮って　をの恭象で　黍の濱滴に着

く蓼清孝可能がも知′れ藷せんや　け身【ビ、南か敵じる潟漂叙凍る日新です。■有

功、ら私も、乾姥の泰農より盈豪の茶番盤尊び、竜宮ク　養痕適意に名護射た呈♂

なのですカ＼ら，

しかし　み蓬が、勃妹か茶を尊這＼、専攻、衆つレて帝花萄鼠で凌ないカです，

そめ旛7こ　過去の茶塵で　退去の覇者碗蕊するわけで瑠ク　丁度魚永、水を塔婆

とする如く一　席塵に埼遼東淡、膿凄なので守ク　をぺ音形の定づ琶ヒこうに恕め

て〉ご久＼ケてく′号のじゃなし＼でしょうれ〉　ですから】もしど）しチインタの覆

土かベンチにすわっく　部泰寺前もしろと鴬わケ！ても、イ々一言、と断わる

¢思うのです　するべきところでしてこ考展漫なのでしょうぬ．

漆茸が軍本の安静だ、れ　清浄亘、か知りませ人し．考人音あ泰か曹しくあか

ません　壌渚をのものやあれば、倶いレ　御浜人の蒙密やあり▼　潜神であれば

いし＼わです・

呵施のど、三水∵該いかと嘗われでも　はっきり級関のいくものじゃあり音吐

（JJ＼

えが、

で・も額
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えが、審息の選び、オ　人ガ衝き　考して廉嚢、漆愚のワン抜ッ下に　新一ビ密

で、も細腰のし、く各電線が、ぁリ．嘘かあるとし＼う塵ですO　をして形を覚えで

）か包蔵じ1さじめる頃になると、密に茶埠のものに解りそし、る事も藤ガの㌦つ

です少

数は削領一　茶人でもないし．轟く弟を尊んだ、感じ＼やないから密教翁な敦喝

嬢できま吐ん透ヾ、糞に顔湊藍濱する〆人で一缶　か草薮†こ入洛名為か、　しない

かに＼万象から轟弟の蕃象で　おであさん官東レ各って㈲茶を泉しんだ癖か

らこす′式に空ろまで7こ　承指　に麻糸カメ盃魔や礁登知っ牽つも　でL＼竃　伊

塗して、たええ嬰癖のアパート度し＼をして　倉パンをはいて葡僚亀していて

も、部蚤の汚職には　蒸濱を竃いて、卑1二一褒ぐらい富商客席をしたLヽもの

で、すク

ビ㌦トル久、プアシに　べ〟すべ＼シ就、おもいカと圃濱　衡衆を啓さになれ好

い人に法要婆しく　魚層凄な骨萱官ものかも照射妻せんぬ　藤巻に償えば、

滝水を知あねえは　それに靖す迩境磯を葛えても舷判を浄するべきじ貯なし＼

めです。池の味は　撃の八の恕の華で留っていくものなので、しよう。

叫ヰ娘罠になり準うですが　入め徹れ各いもをぺなるのなめです夕　塾きれ

て　登か乳者にしふ＼薫くフく皐から番の味を阿り　息ヒいうものの車で廃合を

育てて布くゥ　塗して留分水やおらできかけたら軍産と藤噴して奇襲痛手儀を

埠を、てて行く。発泡までに治’◆弟たもの只噂〟という度承短，嘩原毛もらえる

よう7こ、互いのせ認監嫁わづく詞社してレまう♂‥

－1繁藤嘉や桑や＼け為苦い笥食に｝鼓　怨んだ甘蔓か人に官食め癖巌を許え

香合を旛守に教尭　ありとあら陰る野敦の確歳晶をしてい眉膏壕と　せ動産

腰讐入る改姓。あなた青ば泉で潮汐できぬ恐人、奉に野太、できたら柄も官わ

げとも眉で＼語りあえるどの塗布に人づて滞って下きし＼よ。ゼ九そこを√人前

J r　、－．の　一　‥、．

噺茶に慮らず　蔵でも留金のきじに者ぼ覚書軋　それを大切に首で為ク　をし

て　い〃の瑚にかをや壕わし＼の車に有卦の凡、身を思わせ童。

これ讃、品ヵぺ妓　宮分の瑳壕や洩寮をああ馨褒避現してし＼く是紫が強要を

の　し、ぐ7よし＼でしょ÷虚＼．

砂嘆以上に艶壊しやすL＼黎代なので才からク

（タカ
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…認 泰牽太

な　か　に　わ

永年鹿渡藍単数嚢数嶺として本数象の番台賓癒潅鑑普車座を虜螢吉永て

阿藤東泉に献嚢胞な響かをき宰　各日の畿た蕗蔵の基礎を轟放き来た貴意、

雪太泰敏肇抜本等ヱ胃をもって辱卑称温風きれましたク

兎憂患痩蓮華濠の顎象頭連を後天の教硬ヒして轡清澄さすしていあ　乾生

ノトノブまでもみ額感電　螢尊顔亀姓からお衛りす為茨欝であ乳

新患徹宵尊重教頭

三、か豪嚢患家牽β慮虎として硬工夫より鹿野薮竣“を分数をした．窓染ま

大正ケ琵敷革のお姿東　窒素カ、ら名大に盗まれ　醜貌　畢畢樽渾聾夜頃中尉、

観蟹、斜薮扶養大筒市大で㈲爾蔭を窪められ　應三大を経て本尊に懲転泣

きが著した。御車門涛手ラスキックスエ尊で▲　メ尊敬で1才塞〉リマ一事U七

一．一・・．一、．・．．、二・∴；・　一．、・・二　一・　㌧・∴．一・ヾ∴．∴二

℃く　また∠ぞ抄架蔵として象寮で淫良き象久遠ご！j包奄凄さ如くい為らしい。

コカモかt索大塊象覇から今対席慈壷に嚢渡汐歎饗をお塩えしたす　史立法

曙奇才軍ス宵ス去甘栗象のお法れ¢　玖廃でクと東顔で育ち　山嵐竜ゝ　東大

寛大天啓魔忘額牽覚さ束　移動タブ浄ノヱ竃にぺエリシ魔観象に関する帝

桑で工単博士■農産鴫エーテル■エステJレ敏感㍉をの艦錘哲攣みあ盈鮭

か蹄兎を墟められてい為，喝かろい養登載お入鹿で～　尊台にもの宏感わせ

山歩きなど、友好ざれ　故山怨と凋ヒんビ多き瑠わら郎党との二と。

訂ヽ吏敏婁了　ン

去るd宵悪日に卑零東環濠豪雪Jこく新入主祭竣コシバ木催された。嵐社

歌畠β、らも身許教額二怒容貌硬を渇き，慧た3ノ互闇監刀恕魔もあけ、紛／ガ
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笥鰊独尊邸グ・ランドに好いて、蔵尤金氷鳩か凍戊．お温泉き

親書クた免雀濠が　鷺の払い怒憲に私を吸か也、ヅブト木’一

ヒぼりきクでおられた．牢に法務執心な温やもひて・工猟人

えしていたようでっセ．て
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堅
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泣
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痘
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段落重き、永年留綴簸蜃覇観の予轟やし　叔灸鼻領も笥

衆与であ払　埠の蒸薮の啓観衆を寮生の考く適首や掛に

方から、今冬好演腐孝の盤根詭愚で行なえないことを展

墓東か蟹とヒの奮轡らし践≠・とにかくやるとな敦ば◆各賓

のこと∴を号・ヾ象であ塾′

尤亡の賞顔で終胃液の音わりにたむろしてい為．曙クが√ノ

藩べ覚り．哲針鼠針普乳＋呼等凸争ごろ洩、多感密凄な

してくれだが一　身じゃ妙案威す夢きっ藍嘗喪をなか紛．

もお衆ないよ。わしもこか窓に入イフてから荷車に走る

な人の藤に耳を磯けてし、為と、ぽふとにし、い入関ぼ初

も患う人だ汐ビ．や1きり二途と東宮いち小さな嘘啓でさえも′唱

密度ま意か厳のつながジ　とし、わもかがない　謹む富l叔〃　ここらで

巌　とカ＼いク格調私もあ巻ことgL　鋼か卦数社の第，－ム窄まるな

行ウイ者で経と、ぅ針鼠■　脅か濁威しくく衷机ま、ぁしぼ顔褒にでも

水面に藩碁、上玖　泰沸きせくもらうま。

学教室スタッフ一覧言

一　軒噴畝え敦濱・農本診矢野攻竣・観官　私財等

・争財力漫談賽・席竣　簡教頭∫凝本番だ－妙寺

▲膚温凝傷教娩・封埼　慢働卑・丸尾敏．第1野草

‥審礪凄鎧牽濁・泉苑宍ガ閻敏観・高藤嘗三勧孝

一1号努超人数名・後藤覇者轡教親・か温濱酵射手

感激鬼婆繹凌　　教本承東嶺・佐姶正隆思考・単軌事弘壊溺頓‘
（ゴア）



究蜜紹介髪

粛宅研究嘗
当研究室は、合成細線にとって臆琴欠くべから苦る研究を毎フてい．る。

一人一人の軍萄テーマき己照いてあると、蜃くわ去、らないか、繊盤に療係量り

そうな葡萄で蕃る‾い各短の卒鶉鼓／／人は、奉までの苑輩蓬とは、斬って努フ

て、孝当に哀感日夜、大人しい〟人だと大変評判か良く、奄脅免疫も苫宅桑

が、商い董ナころうね　笑の為か、毎宅荒壁は、単生の毎勅に注目し、¶ケ射こ

も各ら患い巧＝こ、之象も事々の人キ宣狙った峯である、

平め、習はあい坪へ落ちるはずだが、背の南趣にかかわらず落ちているよ

う7こ（ワワベラ、′クワバ∵ラ）。

実験の熱意と衰えば、廟隼ビうり、緊密部一ヒベリベリ突厳を㈲魔し、勉の

御免窒のき唇の短で遜るが　甲ヒぼりパウイ　薫こヤー　彗ヤーと云うだけで

合格　′廟もぬ凍ていない輿鳩かしい着や革具磯顔に婿殊を鷹している肴もい

るやに薗くら　キ怒鳴成型であると巨渓してトる寂々は、体力飽魂の碗苛性を

麓じ、虞麻議等ヒ勧大嶺牽免生を潜めとして、デニスをしている。

宅の射こ、野好、卓球、スキー彗應日永増え届だろう。じ埼－　「俸いつ

乗頚をするのかなし～？

次ヒ塵をノ帝のスタッフ左舷ノ付す■る

ミ・こ＿JJ∴

凝、煙草は飲み毒せレ　藤盆もやりません

蒐塵は、尊塾時ノ代ヒ一体額乳していたのだろうか？　不熟議だこ

．∴：ヾト

東大ノヒ席での蔵栄が、テニス浸けで太い為、蔵数珠大変艦しいL

舞粟と当帝究堂のえ人のぢ壊さん？管憩の嵐、希い灯青い犬丁から塞ぎか

っているとふく知らなし＼のは　魔告げかなマ）。

比定密毎

韓毎は　みっちりと嶺、大や勉親し　侮ってくるなり代lベ　果攻を潜め

たム（」ごYウリしたなあー　もうノ）

スポーツ有能て　いくら鮭豪しくても　テニス、野球等をする

皇一つ巨芝、一・

アフリカから明留学生愛と五いう、ちまたの噂を廃人は、大喪転上して

〔某J．）
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いますおら、コンゴ注乾してT貰い。

しき

我々の艶牽「葡萄為　永、久衆束したのヒ一一・一一も

苑た賂bでは、2エお寺の藤じだけど、あんたどう施与？

ヒ大学艶姓は
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狼献、て窒息の底スキーだけでは尊いんだ。

感宅宛生夜寒の者壌下に着かれる草に養った嵐　頻って、考ん点に窺い

し
　
き
、
つ
　
在
　
官

寧
　
喝
　
も
　
壌
　
遼

＼カた
　
ん

養萄？　いや　庫もしてい逢し、んだよ

Z年も勉覿する史は‥嫡重荷のどこ東泉ヒゝったりかな？

、下廃を寒してい哀す。額ヒ牽い下宿を。

ん

洛最高扱、栗野工太敏腕の出撃です∴潟鹿、ス≒一向萄金に入って活確

率です～（雪も太いのと鬼瓦）

亀義絶きし

ヽ
－

切

り
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C

敬
　
盗
　
る

敵
　
敬
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ー、．つ 急亀、大学短ヒ入陛したム　炎屈生智蟄篠

先生にr高谷子尊食で／発表食えよJと竜われ、此奴のも竜塾長て

ィ　ンーさえノ

大慶晩ヒぺスしたので、ビルマに解らなくて嚢ふっをとか。

志
　
ヒ

田
　
後
　
怒

護で 貰勉象したいそらですむ　　く免ならおちかなあ一一一一一。）

、優勢なる寒冷盆召人は

感　（旛閉息訟ノ　ポリマープレン区

東宝ヒっげ、果し雪とっけ暁席番号／葛の硬蜜をこう怒って誉左。え毎

度の帝から勉めを弓藩は、か鬼　の腋ガとかa後乾、凄艶省

吾健康　（裔東商飯ノ　アクリロ・ニトリルの重合

払暫生じして蛤、若干色々急事を知りすぎている一一一一徹簡古

廉
　
の

来
　
た
　
寮

巻・泉を．いっの頓に五号ろえる（この軋俺のビーカー嚢急く慮っ

も…町一h）。〝一・・・小一長所Q考受取、史観′巻島

喝、し嵯峨野鳥ぬ）ポリエステルの董奄

靡卑怯、廠恕農兵衛尊属義堂して京観。蜃罵長森にはらってつけの入梅

で祈るb欠点は、尊泰大変上与である牽。儀上で義経観象走っているそ

うだから、浬覿頼経應…一一。　役後転、郵漉盛

（仏日

吉衡

ト隼、加」
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一癖潟東牽　く洛東鶉叡〕　煎りエステ）レみ鮮魚

豪農乳産の息各にしてぼ、玖尭すぎであ診ろ′　山番朝蓼務か篭鮪に楓の

象然－ある轟、柄かと夜覇だし獲うな¢　硬蓼，ス宏一ツ額。

大濠正諌　（私産高温）　アミノ晦の琶患

√農　畜兄さん乳で葱も鶴考うに亀え為す　しかし＿　虜濠となる吃大阪iこ

守る（鷹磯だヒし、う嘉を知ら怨も＼人夫工から工。

川崎港歌　（諒温度常虫）　壌〉－）エーヲふ観鰻の淘鹿

柄んだ．かん音吐左し、雷が、ら着果に泉密をやってし、考らしし＼ゥ　夏慣瞳に

なり、下落を貯めズ喝璃近くかかづて夢嚢へ錨つくい点づア　イタ′であ

る．攻嵐　適重層

嵐頭領与　く詞か靡ヨ高温）　謡一十エーデル翁鯉の噺塵．

微々が一乗慶事に着港七大茨習立つ（東大かつて？　葉物を驚診よう。と

にかく、衆験垂れにぎぞ李に有るからク　須嵐　大嵐鷹

野了解肇′控　（磯村務ま）　宏雲フウレダyガ嚢身

寒与で上古　葱嬢憶守＼！プやあ眉，なる塵．蚤くLでべ為はすぎ二　こき童し

急、り塵で，ロマン矛スもである．硯寛　食感庖

葡必要繁　く艶粟立高教）　芝アミノフロン蔵の増穂暫怨紡糸

犬衆愚し、人覇であ透が一　五1二年プ∵威一　転〃∫′底か’蕉すぎて攣穴慨見えな

！一＼q　ニ弟塩　又庚私p確率　ダ番薇

観奉威葦　乙郊本革鼠j＿塞顧鹿糸貫こ厨け急談ガ蜜

塞、属儀一　轟膚専守が蕗、席でもこなひ、痔にデ牽蓼乱　舞窯を蚤草に．

がタブ、を定等Jも布　野戎顔あ五㌦ヌでゼ各部萄やあ胤　傾聴　鹿渡

む哲靡務　（漆山南畝）　腐り壬｝チタレ威感の廃液

魔鏡猛者果†拝唱法やり竜也ム（念の惑う。凄覚は、産顔へ脅く軍歌が一

率いか　悌冤二頭　竣嬢か争い甥、ちなめ′／　現象　孝温磯。
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町田研架窒
乳かおる盈胃　ヱ¢意義のもつイメーy、の好く．合や尊研漁をヒは　爽や

かを恵が、温れ、藩蜃ある堅泉に満ちてL＼る，吐息与の1軋　多産から庚を鴫の

耳如しがわか　非常に滴熱も蘇って帝免に双ぽAでおら一新竃・我々奉泡猛も、、

文献恕べを小森終えて、本格常態実額に承観ろうとしている穀で濠番，

野帝建工唐1ニあ仇　敵透し智者ロの濠し＼嘲為し＼頑象室だ、、ここで覇亀宅水

密夜多方面で感緒亡弟ていゐ庭肇の教も賓恩恵そこ及ふ1－こ如け　竣¢塀苑玖

濱の頗各号k兼渾つて、蕊1二女痩1こ発く敏を下した大泉の叡水あ！　野間曙

免嚢の蔚象不春めるめとしてし＼あ

法皇方1ま　アカ争ミックで諒褒正しい鱒暦免塵急啓顎に，ダ吟で¢プしポー

ヅを勧められ，忽骨身もチブスの争選考であ∂靖々しい乾布東女、義持から

胤卿の水頭村医聾で啓薇さ丸くひ点親切や喪さ常軌珂さんく泉贋，去られて

戎為乙　津の廃酸与か、分るよ）で・あ為。

大挙磯の方法　臭萄膏で大人なしし、濁束きん、事前で明るい調囁さん．噺

怒無才むで着席な風塵さ∠、奴との昔々で．凄東面富で数蟄なきぼ、かりであも

ような番わた教唆．立款絵娩尊に酪まかた集増しし＼硬壕のも法に．灸

中二プア／亨tを磯（＼立た臆ている次務である，併し乍ら、そ夷ばかり本懐で

建なし、のく二、ス蔚′ツ．レクレ〆シ才ンにも－　尊い壬寅ルギ一芸常数卓抜．

河ぞと康勝のある大審堅忍を選り若いと考えぺい鼠　祖々の呼に姓　戚姓味

惣かな八覇，一風真南笥後ろで不芙南軍なのが、感たりして義堂である．t磨り貯

卓に下浴して安八褒覇など嘆いている叔廉く屑の点に下車ザんや，人撞冤粉

骨によらんなあ廠ウ）、疲辞の濁痴ッヨ竜一が親身に地色虔わきない温ま、孝

を虜しい容顔掩府軟か飢きん珍重ヵ、かし癖を思わ戚為帝乳首舜綱や萄

く孝の掬新藤あっくか　盈ヰ閏という大金を落してLJがイい持崩間．二階

は．靡鮒に窺いも養って．了の度務の徹りを硝象象に澄んだt卑笥（硬喧嗅簡

艶象の関野萄ったま）．匂ら〝ぇぇヒこの事’′仏教しく罰漁りをさかしてし、

る怒努やん私の観象夫婦婆鹿，諺の写l二才やホヤうあて伺蕗もごゴエコして

い為賓軋　宮下．断簡でハンダ、痩けを腐象している凌盤．蚊と¢膵々たる叉

ンバーで、あ眉．訝ガ好一寛仁しかず＼獲ろ盛くも患止し　－威喝でも東歌ば

鹿が、に克く下乞い。お巌でも腐離鼓しましょう，

1次に各人の痢温テーマを感命しておく。

（、〟j）

、一・t、

津山∴
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竃本　渡

勝家教え

放鳥呈渡

（各論生）

歳老濠利

、・・・・－：！

軍用　勝

算常家

訟凍　て蟄

掬軍籍二

、・1

、

吐リウÅ毎夜下でのと、こlレ餐合

一・・′・・・・・・・・・・．・・‥・←　ェ　・・、′

・－∴・・・、・∴・・‥

温泉賓客翠凄麻の賓金1こ圏する窮境、

鼻諮感頓のオブ＼シ威剋苫豹河したク、ラフも釆重合、

諒激怒‾衛のデァヅ㌦＝タム遮り分解ラブ、ガ由にきるグラブ　も家

蚕魯

・、　、・・・・・・・・′・・　い・

一　一　‥　　、　●　　　一　　一　′　●

プお先ブタは㌢タ／乙

一一　　　　　　　　　　■　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　、

‾＼‾こし＼

各層アミンとエビタロルヒ1＼、リンとカ安息による嵐ガ増簸祁

・　・　・　　　　　　′　　　　　　・一・・■′′　　　　　・

．・・．　　・・　・　　＼・、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　一

章フ巨黄昏各

林田研究室
今後凄恵藍塗の街透写卑磯路工夫よ亀ノ新し、二審置数蔵を適え▲　きた約－－年

、・　　一　　　、・・　一．　　　　　　＿・　　・　　　　　・一　　　　　　　一　　・・　、

複、さらに合凍摘狛二右ら新た蕃絡財孝を速も、思く簡官雪㌦新しだ路軒婿嚢

を女薮足し著してぅ　各務敏枝藤野家産の郵硝婆のもとに新しく茅クス争ソグ

・　　・、一・二　・・・・・　　　・　　　　．・　　∴・・・　　　・　こ　　い　二　・

・　　　、・．・・＿・　　　’．　　　　一　　　　　　　　一’・．・、●　　∴－：　二

＼－　．ミ・．　一・．　　　　　・　・　　　　　　　■・・・’∴　‾丁　■ご

●・・．・・．・’▼日Tl・　・　　　一　一、　　　　　一　　・：．・・　；　．　　一　　　・

・　　●：＼　　　　　　　　∴．．、　．　　．・－　　　　　　　　　　　．　　　　r　■・．　　　　　　二

王恵、濃紺も藍か濠一骨今毅比婆七島観象ヒ叡垂に柔く奉く毒しし＼ステップち義勝

、L．■⊥ナ

憑　弘し

ナノJ　ニ▼

尊下に

をせ＼も

し護す

．1：ミ．、与

る　7　人

◇同車
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工

場
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身あしたわ圭ナで蚤埠薄い。泰留、常軌　轟磯風、ぬ変じも覆審観賞奄、、船か乱

すガタイ一方ゼ恵叛く簡瑠“蓼かわかる〃タ√タ¢俵し＼者好か臼で．澄感脂

尊下に大各のバ＼璃濁。森の番官を一パ／‖二浴びて破格の水ノ末ノ」レ乾瓜一首一

夏や＼もし赦しペこし＼篭戴考が爾鬼婆である・後寒め多々もか泉経のサ・一七ビ濱隠

しかすから浄閤釘あっ美らダペりに東で下きし＼中　線に朝鮮押す点窃々客、恕啓

濁度像か芸風L＼葱を囁拍＼立て具れ為でしょうけ　孝串で建泉田蹄巧「腰掛悪風

る7人間観」の面々をマナ談に泉庭＜桑ましよ2㌧

◇闇中　華＿一一一一（甲倦客観素敵）　多感多嵐か葛5日に惑康硬、飲手・小認

象寒々常襲め素餐やかなもめか、あつたと硬く。なかなか美声の溶

責で過去の遭コンでは簸各荊教壕にお拷めの葛養毛及数して大い

に等をよく　している啓、轟尊をあり：魂屠鍛練坂で緩清澄した。

ただ索歯の申告と・で欝いう萄わず女声で界面す為鹿を蕗もして孜々

をモミへこジ＼空也石の教養鼠である，武一リ｝タ、薪、大頃き。展観の

奴か、ある駄

々庭浄正毅一一一一（忽忘川東轟放つ　淀かせなれ榛、魯額の高彦に上ってt＼たか

もし弟をい乳．色もかく罫欝の窟謹孝紛、東嶺王滝素人の厳象弘

てし＼る∴乙も＼づ／てモ上しクかえガか＼ろ。審嘗肯素養、が春かなぶ＼の感

治豪申　し浮＼レ格ヒして大書奄萄斉を菟して質か与を葛かす患舞あ

右・俄滝川十く£密㌦再、ら隆々kLで濾尊す石工ネルオ←生乳圭

一　　一、　　　　　　　　　　　　－　　　　　　－　　　　●■

・∴二　・二　　　・㌔．．二．、　∴　一　　・．・・、・・こ、　　　　　∴、

における蓼ガなくしぎぜに下級生払礪違われる。洛留じキらし＼け

ど今後㌢終車の琴で－　薇も七つぷ　選択宅ころ食費に芳菟忘蔓し

てくるけ　りリー－フ寒膚。た＼永常新車？がよくなし＼のか、三、に年式㌦

牽、畜蔑め賓夢嚢でも、か瑞か＼ガ‡アマ二ンキスト　寒々思し＼嘉した線

1ニ大声で毅色ものして我々を層ら庭る中　泉車　乗卸ヒしく霞雪上

リマメマス　‾しく1′レ㌦スあ易」を尊め名乗寮ありと感くβ

t

奴と三人涛玖竃宴薮かもとでプラスチック溜嘉敦要素を凍っ

勧錬産、スダリユー乗巌等、掟導工蓼鷹竃習選を凍り饉むか

＼

】

－

i

乗⑦冷泉／
し

0啓二覇覚看竜一一一日（太考蘭島弘j　牽きこも番長、る凄尊の碑らま¢　薮⑦象し＼

メが永　敗残の或麗淫ノ壕督八を馨わすが、繁簡托せ封稽どでも

なく、採水ヒ人材つつ　こし＼浴密さん草で轟もなか左か命る傍ク

紆二“ヰ三色数人で　7ヾナシって添ってゝ　薯を飲もうJjなま七款．

（あり

り



の分らんスロ叶がシをかかがでゑリ、素乳頭私め敵農主を疑われ

ている。なタ＼厨かの家電褒であるか■一滞泉を謹み終えると獲れ左

ネタにして壌（鍍藤〕乞観象Lにかか点ヒいう私産あり一

春希テ〆て一・㌢轟卦多ポリアスパラギシ顔の各館涙か・、考の私挙兵

も、姐．1

0池上三郎一一一一（三野多義私）　轟へ下って蕉商の育ち。「産婆歯艶々属官

各象＼尊ガ壕舟で嵩紆方正■　隠者毯礎・鹿藤間滴」広汎入左希う

モいも贋う署．本人は埠の蛍か払し＼ちとそうゼも詔く、なかすか

の礪官秀麗ぶりであぶ，塵終る胃病。（嘘のニヒ喧膚延の乗りで

ないが、一‥・。）　象に嗜ると毘壌ズヲしく隠しいせろであるが東野

♪＼がてく　るヒべべ　も・マーヅペン、声名ト・パケシづヒともか＼く

し㌧っ「としていないマスな賓である。たにかというと「エエガザ、シ

ナ鳥　ヒいろ習癖あり，滴を飲む乙太一ヤ牢か、務まる小　峯鎗テ〆て

－…節凄み音ポリヒス今デ、ンの各或乳Ot色の舷尊及養液』

。鮭藤光則…一（木琴尊大椅為高温〕　啓発のアタミン吃〉ところを選ると、

「濠養親、ヒ上底、日本人斜、大垣人に亀すっ　しかし嵐牽ぼ泉乳

普及あたりに庶攻穿藤が葡いのに好んで潜・澄草を嗜格する温し＼

劾物，しかし葦は零すギク　庭草は強い、九一時ヒして激将歯になる

こと本、あるから嚢額の野寓を恕七弟たいっ　頓！）のものに替わ離透

乞、かよこかよこ　どこへくも薄いくめく軽率あり　覇審ヰ為に

はオブヾQの芽もチャか痕適のタ号一一潜か覇確妙於のメスを硬つく

かび、き教祖為と、めたふたと必て兼くすぐにワナ7こかか苛から暑

ばない。ビあらか払いカと瀬野捜。生義勝良房一員一哉刺のよう

でオシ下り　に叔て庚囁岬は人ウマさIlィ，たぎしこの噂の劾勉威乾

してメ久めカが、蓼刀象蔚してい貪ヒ訝壊されてい卑速　乾ある．

エへへか年金ラーマ‥リFォメヰルグルタメ′トの詔鎧蕩濾呼で

め留金，洛凍涙か感吟削珍書患家轟、ド及捜くす彩等』

〔玖上三人柊嘉閑丸亀の者壕のもとと冬或各個喫払温もで～）ます】

（文責才鑑愚）
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内　野崩仁究∵室
泰が研究塗は、頗漉牽宴二笹の西鶴常験蟹ヒ、′銀比叡蜜北側に選てら姐て

い高木避寒験蜜である。

ケ有終金銭ク　の雇故老か々、げるこの部象のメンバーは、内野教蜂を鞠ヒ、

複液教攻、勧尊のね藤きん、大学乾生2人、卒渦生身人、聴教生2人、と、、韓

牢よリグ、ソヒ怒察し宅研究藤を形成している〇　　　　　　　　　　　　、1

賢、明るく、郡変熱心を人簡ぼか′J、濁りゝ告落奄LlだA一ドが貴家の塀衷

空である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

た考にキスをのは、余りとも汲水たこつの突顧客、碁凛、寮晶を教えた

／
手
　
工

、
′
j
J
l
・
r

塵酪し合ったリするのに何回となく、晦硬を上ったリ下ったリマる夏、ク、b

サ彗一に在り、夕方ヒ竜否封ばへトへノノ′トになる等てあ‾透。たったこ筒奇で′′し

か尊いこの感化顔嚢にもエレベータ．一軒■あればと′っくづく巌ずる 頃かつ
、

る。（琴轟音下にいわせてもらうと、上下濃艶東、平行腰舞の毎月樽の

JLギ嶋がいるそうである。）

あ
　
豪

さてメンバーの亀本を奪うこと1こしょう′∠

内野教複‥・‥・骨賓、温昂も、官丁、深々の研究指等を懇招∴　丁拳にして下

至急や　内lZ秘めら叔た研象寒心芝ヒ慣熟は．いっそ寮守の

敵性ら水鳥汝てある。象つりがお好きとか・寒では千枚さ

んの宣誓お父さん。

夜承勤朝里‥・・・一今冬から本格的に内野席に軒罵苦衷るごとにを

酒啓舟学的を分野を暫定誉東

電藻や、写真礁衛の礎戴為、

蘭、尊者である¢

て いるごぬ導線の

8滋ウ

的
＼

ゝ
蒙巽 ー

埠

㌧
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尺穣
＼

．
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すやあ▲
し恕ノ

＼
ヽカをなあ

本線鬼子・…‥ ヽ
勺革み

・
毛方

、

＼
め7

－

った。今寺か紆

ら
一
㌧
華
ノ
巌

助の蜜を
ざ
新本

の打であるが、

て下去る。

李を勧めて下さるヱヒ巨を

色好合成を尊かrTおら祖で少々鹿選い

そのよ琶淫鮮者として督最を勒奉を与え

五行（樽ト．　2－　スチし　ニ／キグロヘキサノンの金成とス、ダニ工∴／との

魂重合）7

1’　事　叙ヒ督しくノ汀、礁心で畢面白下し勺＼毛スポー＼ソは万象、

王威きつ才のいい男、

田蝶㈹‥イヂ守ズトリンエステルの合成と￥の界面滝性能の簸封）

明るくて・糸おらカ、苦のただよう留青年、商事宅審ぬて、

†如〕
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評議違農喜謂妄義持、
甲不博摩漁套十　‥‖貌甥庖蕪が迄務岨香合痍」

し中味も又
非常な碩汲

弓患二塚の絶島三三

太田搾諒套十・‥－（デキて卜lJ二／工てチタしの金銭と・空の洛飯箸性範の竣努）

工＼、ノサエツサ三錐との／入、合壊．ほ、rなる橡とJ、けル泉ド）

垂木捧楽座トーイVれYTChoわ軸憾ねの合痕、蟹缶）

〟髪寒萄浄土、＝驚ちゃんほDbん，三見……　　J

甘さ蟹のいい罪。野索をら度しといて！

．・　・ご　　‥　・一　・ご、、一　　・・

帝っ甘）らから喫轟音へいく買、寸に観砺否琴。しかし勧糞

を殺人ヒ了ゐ男、

朝露拝添蜜）・・・（王寺レンイ　ミニの夜応魅）

や梅（卒離ト（牢花柳メ桝竺血祭の友患橡う

、、競絹誓み

1・・一　．・．一、、　・．・、・　　　　　　　　・　　　二　、・〉・

乗毎呼漁を十一…（戸均適才如轡をCgg　豪傑つた反転軽水工塾の検索リ

おとなし　くって々苫し　くって、ぞ弟子いてシ：／の再考る、内

野席の應′点

線帝俸冷生J‥‥（　　抑響かが肋札　の各席）

療啄ば審ヒスキー¢　常温いを常とする0

不審寒行蜜で、おだやか左、ムードをまつ署¢

内蟄腰萄きい◆‥ぐ　ルyβノの繊姪外窮連の療割り

喝味は泰、畷言えあ訳ぼ巷をうつでいるらしい

入閣喋慶乃＼な恕人柄？、＝芯つきの碑や仲人あり、

牽悲琴錦隻ト▲亘か　多少曲解好左の金鉱、牽各〉

泉・むなしすぎてと、三にいるのか、わう、ら変いが、いつ老母朴

の葦を闇牽Zすに登っている。健切でG堺るい八子㍗あるゎ

沃土の人間か住んでいるこの席安室、今はいつ鞄守ると壱如来で．シユカ

ンヒしているが、商家熱血を棟らの華．やがてとこの覇夜蚤にもますなし1紋

遽泥を嘗Lでくる蕃だろう。そして箕将来、社会のり一∵ダ∴－として象立って

いく子あろう〔内項盛名ガンベレ！！
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今　村石狩　究　室
今東研罷夏毛　3年百を迎えた。韓年末に、東大より海垂範盤が勒教横とし

て強圧芝弟、いよいよ鶉塵の内容も怒乗して寮監ウ　ニ封で衷研究宴の柊尊ス

ク・リブは、御大今村教硬、壌蓬勧教磯．教本均奪ヒ害う草1三をつを。客年の

葦蘇生は〟名である。新しく出来た大学掟に2ノ名の患聾者おら氷るし、衝定

盤、寒壊生の牙そ2名東、ら来る。ヱういった人々が、寵に塞べた患生首の砲

等の下、派パ預って恕苛している。

本所を聾の覇変内容汝高分子フイルム（ポリエステル・ポリアシドをと）

の二紘也ノ呼、客観命牽くポリアシ卜、ポリエステ要し、フ・レンドポリマ㌦・奪

鎧票）セルロ㌦才恕経の萩努等手あるが、多くの宅のぼ韓考、－確率よりの

大きをテーマのぎさき耗きてある。

研窺蜜蜂兆の／♂／′／ク2雪窒ヒ．商の工務啓／′∠署重な￥に分れており、尭

蜂盈本乾生、車ば湾渡教生の駈奄下にあるの　兜の方には、各線ウイでの絶息

咳渡や、嘩卑本項私室で汝隼と射た二鞄嵐嘩竣澄をと珍しい窮鼠があり、帝

のエ萄ヒは、湿式命東橡や、各蜜判定敏審、、蘇しい溶融紛家嶺こが儀えら粟一

驚に、今秋には室数常置数百る新鋭教審・が敦盛さかそる予発てtあるn

芭て、今．研族滅メンバ㌧－を一人づつ鰐外し7おこう払　きずスグッフ抜、

今村か濃乾生・・・一乗大穴孝経や、立命館大草の素養を≠っておら東、

（葡二や一三亀頭粧）　　　　　　　　　　　　ぞ封にミシナがコワゲル？補導冬

頃最で、空の御多忙ぶり好天菜を毛のである。

清療　育弼発生日1－少年呼べ臥寮、叙、鮭孝磯の壌門泣くに鹿んで宗・ら赦、

（山凍姦敬一東天エ）　　　　　　　　　．門から輝彦雷での産廃が∴　啓から恕

蜜守での津軽の数十鰭あり、単四lZベスを亙らせて壌し

い？とか。　　工学寮との棄て。

衆奉養鴎㌦発生‥・・高率に生新、電／了で、食入でいたのの之、多産、天王山の

渚喝藩砕兼職）象に新巻を超し、轟々羨リ誹っておら粟る。敬倍率審夢

濱野或都のエース。

多層　漉先生‥一・衆大工栗東渾養成軒の轟喝で、争覇スクツ了の患壊博の

徳礪高萩一触）一入。

嘩城　培養監・…痘＜aえて尋二宮のべべきんっ　会鮭で穏当し隆ら身fにの

（嫁竣工高一東物納か、数滴告の平では粛啓の威儀で、患えヨながら虜で毛

よく払って分ら射る。

次に木琴碇は・

「47）

一‾　碑
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ノ　常　ぬ笑子‥‥・・下級生の面倒をよく凝てく離るキ鶉生の褒きお葡富者の

（菰嘗嘗硬東射　天啓寵に舞って囁新がおく新るのではをいかと．営む産し

てレlるお硬さんゎ

小川億夫・‥…船瀕の数人ほ宣、象は優しくてカ痺ち、柵尽堵均鱒での

伏年商高校東男）　叙候をつ射て野や山をワンデーリンク・しているが・灸？飯

館の法線帝いセごとがをレ18

豪儀に各線塩ビしては・

二二本俊一‥…・磯は、京恕大挙で室として頑乾し7いる。ラグ、ビ一都の愛

快挙商蔽経由身）嶺。タフ永スを誇る彼毛、竃有巌7、は叔おし好、、ら来てレ＝5。

大餞　敏‥▲‥・太宰治の獲象者である。冴変嚢に噂祈、私帝の垂転がかを、

（嘘輝き霧誠削　り、暫牽威してレ1る。天の野或悠き。

学嚢癒夜寒一一…・・今冴切ってめ硬膏つぼレ‡労、巷、酒税は仲々硬く、田下、

機密㌢鶴融身疹節季Z藩を毅立て、酎二入っている。

濠釦車浄≡…‥嶺篠、閂筒の竃、錬磨に牽銀詔書で、Me MO魔の呼歌が

あ為り　面喰い包称の奈々ゝめモち。

拡軒数疲・・・研究塞㌦の寒々漁と餞殊する甲頃覇てある¢学生塵償うる

揉甲高枚東舞）　のではをいかとのう　　し挙り。　　　　　．

牽田老曙等　■・弓ヒ笹衰勢で、空のγマリk繰入率咲来低音さ裁ている。

ぼ喝富観釦　　不況で寮轟転嫁の攻、永名産髭のロを目下、大啓凛呼

東料　率　‥‥・壌汝、温塞12つぐ肇観て・だハと浬転置牽葱ヒった。薮も

（各蘭責枚異動　　をいのiZぬ。亀他乗手乙鼓すギヤシフラー－。

嘗倭朝一　‥…通常である。健胃に意、為と、日本車の山に凍寒している。

鉱野意硬鋼）　〝嶺さえ、心肇にぞ橡来るをよ！である再

訂針冬空　叩・・・天攣寮費壕親木の磯と。伺を瘡てて毛断固蘭う決意を椅つ

く雀蓼熟練舜）　マレ1為も　しわ、し、今濯剋頚の方でZ敏宥和デている白

妙爵覇東　‥▲‥各席啓威す㌦ム（争覇刀息ヒ守のゲル〝争）の酎条李の

昌窮轟療東研）ギク【を狩た塗ると、彼の毎に出る宅の鳩首Lも。

以上のようを面々が、竃鼠ガイガ、ィ、ウマワマヒ索敵を進のていろ。／．2

3肇峯の海老尋、敬澄においで下苦い。肴添位甘さ敵童致します。

（∠汐）
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椅

繊維化学教室のあ
ト　琴

いよいよ銀像琴蔵の黎蘇毛更乗車の原

空室
怯
ノ
′
づ

みr前j癖）
鬼婆　臆　永　書　据・－

璃寛していると蘭く。正ヒ発寒的

登最が期待芝氷る埠が果たよう／で名声さの噂1て塾

リ．≠琴南に番目色r叔■絶息序数 生め
′
夢
′
′

撥領と来て果た。二次t　は繁華諷〝つたわ

、緑轟

蜜のちた．
し

ナ
ノ

．
′
轟
用
い

‖

ノ

ち

ノ

J

、チエ一二岡島孝司よ

そもち一考書くよう1ヱ

である。ノセいうのはチェーン沫外

に翁掩化学科同忠泰r御礼島　の会義宇〆昨年尊い哲灯、lて、、ヱ東ではま

るで感酎ヒ草薮嚢の蜃無象という三宮に意力かね篭‘いq線…ニ代って垂らい

たいのぞが・、曹あ仕方占い。二最小蜃管宣鱒の比戦甲漉くに侵食　てい堂上＼

大草絶壁、帝毛ない唱和ガ‾年に、

一三ヒ十蛍牢膚、僅鎧化学救貧の牽

めよう。　で舟に慎重lZペン

百番があしからず。苛た、

蔵
‥
じ

潔
＼
良

一
耽
、

ヒし
掻
1

太をつだ

、
て

、
観

藤にヽ密

今冬鶴鉾だん選定

、
疲

厄
十
島

て
∵

？とに入る、、あ
、

如才i誓いが、伺苧節食滋の麓を

2．大牢乾生
八
日

つ壱
′
′
，

約．－

料
　
不
∵
リ

入、浄

来

慈
▼
　
レ
）

た

　

ヱ

し
ノ
′
な

癒
㌃
卑

屈
斉
して於く。

末次
＼

てし

＼
り苦あレ

J
慕田た

のの寄る鼠して

▲襖Y 叔て来るやゝ舌

協奄霊草～ち卑項のわが教習諷に1ま1観戦慈麓に亘る観念一一晩の大観乱ヒ

同じように、ここにも一大蔑見が謁番い・耳いそ。

翳す莱単、専門琴夜の喪血、新制大学の誕生をヒ 豊去孟
・3熊毛への紘牽ゝ

存．itaに去るち本

人承宙の六守衛が次々に行をわ沼でした∴

て22年の巷の現、細承盤山麓の哀葡毎尊の単輿、洛北離齢京索
工儀専門学夜ヒに毛キはりその東風は攻鳶j盲人せい妾ふ　義時南壌汝もお年

灯もをる古い鹿紀のある校頂

を賀するぞげにそのう最中の人

孝の時、全ての専門学威 ・
は

せき硬
．．喀fにヽカ

リいを

壊
　
し
寒

への琴賂わ、の二者釈－の温老婆

紆三高の喪立に伴をって教

った。ヒいうの榛旧三高

、
鼠
「
ぬ

練
　
立
′
ぱ
′

翠
′
ノ
訳

るべ軍か、ぞ孤が敬承の浬命

琴かの冬今を卑ねて噂藍に封義モ水琴
膚嘲大挙へめ各村登澱か、単科大尊

ダならをい漫命ドあっ妃のである0東大
東亨

、酬L培・チけだ

ある。そこでまずねらわ訳毎めか

。しかし当時の教礫金ぼ慎重に ・
巷

勝
、
＼
嶺

草へと痛み切っためて・ある。

一食，啓尊の方灯毎日て・さえ毛空

㌣

㌣

雪

去の
密に空費弟ていたようだ。多分、単科大

いの尊をじっと錬っていためて甘者かつ

（釘）

た
　
尊
、
－
至
上
喝
・
⊥
竺
⊥
モ

た教壌毎のねぐらを物色坤であ

人糞宅収容しき弟をかっだカ＼らで

て ヱ奴三号洛鴇の琴金て・あった

名を取らず嘆を褒めて単科大単級

が判明しないように、適格も全く

に寄港てる軽め、ヒt三番、らかの簸

ろうかと後の象囁改葬（発動新帝



r親大草磯路J）に竜かれていた。　料が単科大草寄港への慮蝮噴しく、蜂尊

宅多かつ乾。邸ち、倉Hdと蕊をつた天部名の素本音斜に洩．闇立大草湧東

栄〉ズ外の奇襲で紘一密集に一大挙というのがあって、事都には当だ寮大災外

にぼ審司きれない状慾にあった。箋発を陳情竜巧密告工程もあては聖餐に終

、あわやこ封育てと思わ姐鮭。が、その土壇場に斬番は一遺した。そのと

一ロー凌来家政鶉教帝銘良のE▼ケ叫ス民で、級は当時教責翠に吹ききくつ

妾「ク‾｝そ韓嵐Jの番卒人で、予のスユ眈ヒ萄博吉ぼその頃の東都敷革渇で

毛蟹のように磯われでいたが、産HQては百本の琵吏数寄の渡の牙定法繹牒

としての彼の行攻今暁にある覇袴を桝γでいたようだ、っ良。衆天ヒの合併を

遜とし位工尊の挙動本革敏文尊顔会は、その層のすくLl守を倉HQに求めた。

ゼごて・帝都教奮翠の糞炭層ケ一才民に孝のコネを頼み込入ギt。冬最の熱心芝

にさすがの猛蹄も心を勃々、され、絶吟の弟ij札を率翼食に痩けた。攣れば飼

九と「マッカ隕サ丁の教育硬轟観常軌とイ一丸で汽老単項に喀凡手垂捧級勘

しろ0上ということであった。苧環．賓夜に持つ紀が、いと宅簡単にk♂さ炎

色n　しかし、孝メ＝二電こりすある簡略を争って帝展眈威し鎧¢　即ちブヨ卑4円

％日工孝で、造恕姥哲の粂専門琴攻礪凝着への寧日Qからの努剰大挙に闇す

る桑密会がそれて・、もlかこ　表面はそう手あっても、寒はエ卑ヒケース乾がド

悲観孔雀で－ル芳快拓裾の色めの牽虜だt′つた。後に汝立番蛍が文部省へ出向

し履噂には、免に感車ヒ工費ヒの合併昇格の麓忍が沢つ7いた。

二束によって文凝省の－啓猥㌦大学の基本額は乾くもくす武虚したといわ

射ている。ヱうして、両磯の合併首唱歯に嚢が並み、翌蚕琴㌻月ち／日寓盗泉

都三者威∵鮭大草は乾生した。三二下煮絹までもたついたのか、、空の名線であ

った。数多くの償う軒が上っ転が、エ茎的管彩を登く薮汲する1琶工薄の立夜綺

神から「三賞」と紫外涛嚢に出た「飯食」の名産詞立言せることに貰ったが

葦にとちらを繁にする下一間巻し、療筍A月、ぐ噸てる．イロノ＼喫てるアイウ

エて磯子感いずれもエ豪の有が怒守いう二㌢でrエ義歯食べ孝」といカ1三も

賢い名称と額衆った次第て・ある。ぞして着た尊か対峰のとちらの琴線にも本

部を凰〈ことは、もめ孝の裾野に荘り呼すいとの東商や、ら、呼蘭の敗、北野

帝盈前に「本番」が額虜空来た。

礪単式安らかヒ孝凝牒ノ暦入学式は、梅爾あけの7月／／日工老婆肇にガい

て斬り＼袈牒勾a鋸）各ヒ牽漫以下家政境約号♂♂亀の鯛で・挙行書状産。

3、線衝撃密ヒ工賃学報

浸れ子吉敵庭草密として新発足した噂緻穣専門の覇身というのは・明浴婁

卑右目に藍濁した当時の準蒔礪省ヒ蒸した京都考案渚習豹が辛夷である。

（蔓）
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葡轟寄蚤嚢牽校、侭にいう「春蚕Jと

って東都高率重来孝境ヒ教務さ新たが

林去弟るきゃ嚢森を生蘇ヒし軽欠字払

琴
　
で
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L

・
・
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ノ
、
あ
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一
L
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T
L
T
「

汚大学に宥恕して環も蟄らく抜秦

／フ紀。神代の昔々、ら 、
恥

東嶺の

く摩Ltていだ人々が多々

錦が五重からずり濱 ろ

琶
　
ま
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し

あ
　
て

穣
一
末
で
J
f
栓
⊥
繋

正室訳・文額省鼻叡尊枚としての来

り、勉‘卑3円に帝か官制孜鼠があ

酵封ノダ卑4円索廓緻緻専門琴硬と敢

り象の車載下あっ骨。ゼして関知容

認はいつの時代でも二の琴夜の主流

巾
－
‥
・
の

奉
－
ら
＼
転

澤
　
か
　
つ

ペ
　
ろ

裾
　
あ

に替って衰退しようとは簸い

l
つ

ぞ封が大須率の甲l二乗へ
竃
わ
ー、

け

力
V

．
日
も

↓
、 らすヾ、こごては藻宅の

老斬る鹿乾が苧んじら弟て・大軍く車を売った褒毎払が鳩を至か庭てい壕。

オ恒ぐ位て叱十て吾人ヒ督く茫患い毎海草部の零挙党の夜如なっている
ので疎意かろう

牽教挙がをって

勺
／

．
し

つレレ
）

る

か
ア
∴
Ⅵ
f
－
汀

禦三吉二譜芸

。孝の匡昇い 乳質

る。新旧南衣食の

の
　
舟

も塩島で、法蜜かろ．うノ

学
　
展
　
○

変温がてい声姐御ヒ草

～
内
r
寄
　
壕
　
と

∴
言
畑

の
　
、
導
ノ
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奄
′
′

函
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ノ
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∵
㌣

ネ射二軍駕鳩首緻維此

奴教学轟の金てを象敏

、敦緻専門の敬壌象で

し　軽象等がめつ乾。

の一密の常カよ哀痛セよって奴わ凰たが、今から貰えば、

ぞ東ケ蟹牽金のメンjヾ一より川転窓象の←啓発鶴の有がすっと鹿足の塀が華

つ発のだから全く額田ヒいう’ものてある．。双葉、忽優位琴線と凄蛮科ヒ′め蘭か

像は普ごとにもって硬凝て　いわば孝京は、封夜番代よりのエ河鹿の宿命璃

篭村立ともいえるのではなか華う牟。、

一首、工蒙＼卑部の方は、その輌

て観ぜ苦れ牽帝濠熟考正賓学夜長 りて．

囲
＼
車
・

宵
」
当

二さ1ミ

海野韓男声‖二ゝ怒雀直感の攣枚とし

〆恕食み乾¢ は良家琵嚢切l三あ
ー、■

九年涙金も・帯封㌻琴／／郎鼻息の地車こ車乗肇覿した8ここ：l二蛙・登をヒ逢う、’

つ痘－の希リがあ→て、索い教授連の蘭で与も往時をしのぶ換り牽登囁く。

、ぞ才くぼ、窒ぎからの緑薇工素読の巌渡受渡で、その慰嫡ば、初轄疾叢や茨

轟桓堅く煎草炭の父）の個人的督中川離る。鹿如き東大埼車輌
督轡科萄家崎を季亀吉射ておら丸佐が、ある略．賦奪象太短刀、ら塵静にコ・下

下軌こなったクし－プデシンの国産機細による鉄棒をお受けし、生坂あげて

作りあげて献上しそヒごろ大審諺を培したというエビJ－ドがある。

さて、両学部l二は冬草草庵の舟の村培金梯督ktの面子が今にも髭を引いて

いるの軒ゝ何かと曙確か蜃ぎ扱0その劇が・一つの大串て・ありながらこ効き

衷ている同患会、由冶金そ弟に軽蘭貴官払、ま軽、徴穫学部の敵徳化準や疇

噂は、工姜喀部の色素や鈍健ビヤ封拍内患駄目二派韓日二晩がよっている魚で

ある。がと蜜うど、物理・耽牽・教学守路の教務蕃磯舟ガ亭rエ名草都下は初、

ごり忠常している抗日二、緻後学邸では亘や凝硬さ来ている簸巨がす志といつ

怖。



た具合で、生硬のいう寧日会いせ額のいわ汐る「タコ鼠東学⊥ピいっても・

孝の晃の教か少をいだけで・はなしに聴好の悪いタコヒいった求蕗である。

なお、感塵琴顔の牽各円黍の不均衡毛その一つに入る。壬支孝都の努が．・談

線、選者、空采、窯賽、意暖、生産後償、亀艶工学の7学科が各々草ノカ、ら

欝4義重曹でナンバl一リ＞タして藷と蜜つ軽約度であるのに指して、償漁単

寒で、捻、養蚕夢．毅東館頑㌻′談鎧た挙4ヒ全くアンバラユス子、ぞ猟がま

た牽線内てlその符徴を頚最するや＼のように毎々漆塵と彪丞って∴細密官し各

→ていたの人材転封率の患い琴錦ほと演壇教を教頭頻毎夕でく、低率を学科

の方がかえって漁茎数乗って毅親裁が、多いというの担▲から全く賓を義手ある。

二の萄垣は、二束まで竜還卑しようとし佐旧談諒のウェ、ソトをや／j方が今

を宗、寒を引いているといえる芋あらう。しかし、これ竜ようやく芳年賽嚢理

衆合さ束、養蚕が云義孝に、愚衆酪頑はみき下の2コース剣カ、ら／コース鞘

にまkめられ、空しで教徒化学野卑からぎ親嚢になってt k・うやら観象数好

け首へランスがとれ軽が、象琶薮は旧蚤錬麿ヒして不均衡のままである。

4、啓閂苧環時代の礫魔虻等教客

観錐化学薮蜜の辛も孝もの鳴きfjは、駿帯革2次転戦の露和〟埠に空かの

ほでゐ去嵐蜃忍を薔ゲ点頃のわが国の蒐成東界の確邁ぼ全く転厳しかつ施。即

ち、大鑑4年わが哲子初のビスコース三儀が蚤生して玖乗かず尋＼忍冬ほとの

間に寛の機敏を米国と象ってレうね。写して好和／≠琴には．その覇年莱筒て1ナ

仁ロンが発表さ射たのに′琶刺激ぞ射て、わが固初の合政教敢「金銭一号」

磯夜のと、二ロンの研究牒＼密威した。亀に翌灯車には、わが一回で・もナイロトン‘

の堺密かへ変成するし、粟国ではチリし）が発明竜か、るといったように、レ1

よいよ化繊時代の裸亀を寛わしてき転。しかし、当時の東都念魚専門牢凍て

は、杷露をんて鶴や本命昏払天然強健の据粥品でしかないように轟えら弟て

いたらしい。乾って領線化学斜の範生の塵柊の蔑因は．底線の餞についての

イヒ年商を研究のだめであったヒ輝いている。スクッフもを物化学寮の方々は、

かりであったという。空佐学生の方も、鰊孝にかり出さ煎るのを地劇る軽め

巨人琴し乾ようなぺ塩が争かっ乾と簡く。嚢痘職も、単産磯電孝んを観音を｝

ノー′、た霊、右．毒るで乗数刀下、伝線の葡萄簡保のg一つの科の蔭にカ＼く射て車で

くをつでいたという二ヒ㌣ある。髭寒藷乾あLや、らダブ卿嚢盤のほとを。

しかし、このようを淡憩でtあっ藍腎にも、伊藤滋、琴だ隻（痢鰭増大等々鼻

）婁讃冤敬乾生（鬼叫大挙泉埠部数環）浜椅像次老生（葡本学緻ぬ革部長）

要桓藍審歴裟（覇衆零せ号失家政学部長）ら多くの老生方の忍耐と嚢刀のあ

つ子′二二とぞ定訳では守らない。

（曳）
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悠帝化学科が希／軍の卑着生を温リ蛍しそのほ・太草津線牽たけ年わの繹

乗り㌢簸ヨリ弓で、孝の顛巨細ノ畠、翌勿韓は2β名、そしてか卑lてなると・薮馨に単

線出噂苫弟東リして、キ養生はわず4、に7亀、2年に守ってカ＼ら産後濁蟹を

渉雷あって診名、そして23年に甘さ寒に膠名の多くと適した。ヤ東から、避寒

が辣名、∬琴も同じく舛名、％年の27名を凍り適したところて、遜1三寒門単

複の轟は閻じ圧のである。￥の闇の破綻イヒ学科キ発生は封2ヨ計量であるね

ら・泉渡．時代の俄雪鮭イヒ尊教室

大学者格老確の敵姪た尊顔客は全く身じめであっ左。・そよ＝というの香、覇

塵のように∴一度はヤミに養ってしまおうとさ来た、いわば不義の亨で・あつ

だ苺、らと石いえよう。喪家嚢はといえは㌦藩の寄宿舎と宅の食堂だ◆っだ水盛

の小宴がそれにあてら水・有教法融や天象をと梗うのは、象か’簸てなかつ妾。

まして、応急的蜜線の垂真狩、凍死密のグズで虻．多くの賓顔に才夢汝だす、

東棟自ら、教蔭・牢生らみん音がガをあわ起て、冬を壌鷺に、汗水乾して配

線工事だ・配膏工事をやつ疑。・そよ乙だけばをレ信　教らしく）＼つて規範やもの

磯城の土石をつくるのIZ・炎天下でコンクリートをねつ鮭と虹もあっ侵。そ

ろろん、一寸し迄溶具や、敏感を匹はふんをの尊下一切やエ棒亀に入って車

軸工で作つ梶。学外日吉￥．突療垂には幼名をけ奴ぼ、食卓忘、々＼つ夜。

当噂きぞ食糧事略は悪く、ある篭隼など法、田舎わ＼ら来ている年生打穀ん

で嚢つだ亨儀一俵を爽療蜜に語ら温んで、席家々葉酸に夜如ると、ゴソブソ

ビ渡苦手をさ新た。もちろん、研究磐の品ん百舌曙にばあ砲蝉に撃つそ。

また、学生の中には、小きめと畳晩翠て白倉のおり上ゲたペンを施く者も

い色。だが、いざ突礫と看るとあを希望に哨こ、くら寄せ、ぐちもこぼモすお、

亘に凍暗中にたたきあlrら氷そファイトを丸出しにしてよく頑褒つな。

とにかくみんなが創度の者許、の軽め、蜜寛をのりこえγガツチリとチ血ム

ワープよく書ときっていた。・そして試大なに字と「稔下鶉塾　の塾生のよう

に貧しい毅癖の単で轟をくいいざった。

′方、表象黍の方は、穿／哲人孝女と欝2回入学生の合同魚鱗をんで漫々あ

った。て訳ヒいろのろ、草生親任少をゝい上、てアップも孝幸目性￥空ろってい

を勺、った¢　絶って、喝＼闇夜は空白が多月＼っ色。2重畳鹿毛うまく々着日ませ出寮

監の亨、凰3日資夜、あとはア‡レバ’イトヒい→だ学生毛あった。基噂は書だ

膚弼轟校の寒覚？があlっ鼓弓、孝の渡衣をくむ多少ノヾシカラ萱老もいた。

入読＼注解2回人草生きでは′歌裸子あったが、凍31重し＼草生缶、ら1ざ二次東

に＿なったィ・ゼして、入試健尊卑は全回トソネグラスランク老射る　うに苛つ

†上し、

▲－　▲　‥

Tて【‾▼‾▼二㌔雪



埼藩時代の遺物か今毛葺お㌦つたげ鋸′て窮鳥も∴牽夜のコ｝クリ洲卜者が

そ敗であるの　二　日音数埠の河田新の天秤㌻Fある。T牽、今の液の吸塵に断

亀所があり、草むらの中経を建てて商に泉崎堺が、京希側東風の今の2旛渡

の東部に境線工務がめつを。空の硬く翠2髄、象西都）に牽急所かヾあり、その

帝に牽套実験変があって、雫の呼の小額蚤に、丸坊主額の溶質莱ッ濱貌餐閂

の竃をた生がおら奴ださ　ま在学の轟の方、今の好漁泉の蘭にネ萱岩野る小さ

否二2～3鏡の疇段の顔一に、芳年に登盤び）疫盟へ移J転されるまでの簡環教牽．が

携トつて、空の中の車粛軍r令嬢をい）に複線乾生が電子算数顔と姥に藩らし

でお’ら新座0蟹に碇壁の笹壕教を・食費・洛療舞茸ビは当時ば率敢省の車扱

茎域であり姓。今の金堂はモルグル汲日下叶竃立娘にあえる針、爽培ヱ弟は

現象の親猿厳磐ヒ教化奉鍵との蘭にあっ短夜茶髪一撃問蜜の凄燭であって・

基準は風の田を￥よく腰上カ＼ら愛校が落ちて寮だものてあ為。とにかく当時

の寄添・登汝の革常数轟符や盤校数萄晃一姑にぼ一寸想像毛出家をい至極お数

奇萱竜の予めっ産。

〆、筑紫野駕の感酸化孝教蜜

かくで大草斉藤礫、丸男卑窺ったガ琴の葛を迎えた心　得婆の改牒工事野鶴

つた。苦手東口架療塗よりの撮巌である。各席覚懐は、符しくらマンジュク

のように環蟹いめ壕を褒めて・宴として化単牢乎（寛、各町杷学、無教化孝）の

研乾蜜へ秤しか＼けた。東都農は嫁患いで匡班って’プつの頑夜宴が緻まつを。

受柊みの豪や、思い出のポロか産はいとも簡単に藩ぞ新、前額いて象儀の毅

賓の雀牽壬率が孝の年の藩囁菅で行交わぬた。その啓7覇工華の建物が寛象

の牽療工場で、現象、車停電は本館と連絡さ弟てしきっているのでわ々＼らをく

至っているが、孝二に東関があっ毎。怒威した呼にはかきい葺から卓立浪督

教範だけに〉同大轟かで、嫁ヒ啓／喝姿を渉ぼ後腹や＼に夜つた学生生返のフ

イナノレを飾るうと大衆摺りで拳骨東森の鹿上げ象やつ色。しかし、そこに

はガスも歌麿名東線名の上まで暖轡してを呑、つ巨。ここ哀＝というのも家々7、ロ

ック藤第7才普そうとしていそのを、緻僅蒐学科教後塵の黙座牒確牒げ、本

格敢飯島に穿ったので、親ら沢経予算内では払うしても配管妾で蛍承昏々＼つ

だといろこkであるゎ舞1額装ば賓リ少香い凝滞のため暫定工率にとど’め、

本格商工撃ぼ蓼2野生のキ蘇蜜が領襲った¢　哲が、希愈ながら容貌のように

行伊で、、卑下も空の守守衛づているようと、無げマにも爽禽童の上に華々ピ

欽蜜者はわし色合

翌年弊2凝土筆が各館の尭簡毅の療育で、頗いてガ琴には蓼∋瑚土筆野

乗衣の摺‘寄・2dg孝蜜の魚雷で布をおれ、々つと敬田所も賓各席も本一倍の

〔感）
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奇へ滞って東た。背水から中一卑おいナ√写／年に最終工亨が希を－わ赦．」厳監

全銀乾戒と相成っ毎次輩であるらその聴打撃の教閂と絢名♂J汐冨澤ぬ工費を

牽いた。

二の時代の威鎧イヒ草薮隻の符最は，覚罫粒時代の色感、先輩が大儀希って

い藍リ・専任究乾して濁って釆覆りしていて、みAをが空新革新後輩の希尊

に当ってい牽ことである。そして、工萄手塩小変溶商館寮教によるナ1E tiシ

テグ・スか一作られていた。

ヲ♂卒には繊錐イヒ尊顔奮P、Rのそめに努／回の線健最か’琶竜鍵を準ぬlご餞滝、

東経。　－くっつ■1く）
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凝　集　横　言だ

今泉宅観照車乗硬して入寒してきた外人爵琴を3名を食むよ′名の寮人生

を超文、看た寮しく大草曙牽教生さ訳l　いよい哀感化の発最が覇衝き奴でい

るr

惑／餌永正目雷う宅夕寒波か＼登り懲緯ガ濁音リ、伝線を礫存しつつ・怒号し再

の年少し　っ滞り入九、をんとや、象である竜のにしようと三のNo、22号にカ

を葦しきし軽い

泌凝穂主∵通路一綬落ち轟き、亡科に竜一大藩痘倭巌す噂が釆軽ようであ

ふっ壊環藩としてのC録壷の凄む肇は愈々膏啓の鹿をべき壇で凍り、大いに

諺Lさいの顔とし・きた、い＝し＼の希と吉永をい。

今扱法事為奨虻毛1二C番の頭且みぞであるという色庵と語りを毛ち乾けてか

ぞ疫いと馨ってし、る。

鶉だ裾の嶺裡軸を容積を終ってい著す。
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